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天
皇
盃　

第
69
回

全
日
本
男
子
弓
道

　
　
　

選
手
権
大
会 鹿野伸一教士六段が初優勝

斉藤美智子教士七段が３度目の優勝

皇
后
盃　

第
51
回

全
日
本
女
子
弓
道

　
　
　

選
手
権
大
会
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天
皇
盃
第
��
回
全
日
本
男
子
弓
道
選
手

権
大
会
が
９
月
��
日
〜
��
日
の
３
日
間
、

東
京
・
代
々
木
の
全
日
本
弓
道
連
盟
中
央

道
場
で
全
国
か
ら
選
出
さ
れ
た
���
名
の
選

手
が
参
集
し
て
、
開
催
さ
れ
た
。

　

大
会
で
は
、
��
回
目
の
出
場
の
鹿か

野の

伸し
ん

一い
ち

教
士
六
段
（
東
京
）
が
��
射
皆
中
で
初

優
勝
を
飾
っ
た
。
最
高
得
点
賞
は
坂さ
か

本も
と

達た
つ

雄お

教
士
七
段
（
青
森
）
が
２
年
連
続
の
受

賞
と
な
っ
た
。

　

予
選
は
各
自
４
射
（
一
手
２
回
）
を
行

い
、
得
点
の
上
位
��
名
を
選
出
。
決
勝
は

各
自
��
射
（
一
手
５
回
）
を
行
い
、
的
中

制
に
よ
り
順
位
を
決
定
し
た
。
��
射
実
施

後
の
優
勝
者
以
外
の
順
位
は
遠
近
競
射
に

て
決
定
し
た
。

鹿
野
伸
一坂

本
達
雄

天皇盃第 69回全日本男子弓道選手権大会

教
士
六
段

（
東
京
）

が
悲
願
の
初
優
勝
を
飾
る

教
士
七
段

（
青
森
）

が
２
年
連
続
の
最
高
得
点
賞
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◆
男
子　
　

９
月
��
日
〜
��
日

　

1�
日
は
開
会
式
、矢
渡
し
が
行
わ
れ
た
。

　

1�
日
は
秋
雨
が
降
り
つ
け
る
な
か
、
110

名
の
選
手
に
よ
っ
て
予
選
が
実
施
さ
れ

た
。
坂さ
か

本も
と

達た
つ

雄お

（
青
森
）
は
４
中
・
計
１

５
２
１
点
を
出
し
て
２
年
連
続
と
な
る
最

高
得
点
賞
を
獲
得
し
た
。
昨
年
優
勝
の
中
ち
ゅ
う

條じ
ょ

大う
だ

輔い
す
け（

石
川
）
は
４
位
で
通
過
。
一
昨

年
優
勝
の
小お

原ば
ら

裕ひ
ろ

幸ゆ
き

（
島
根
）
も
10
位
で

通
過
と
な
っ
た
。

　

1�
日
、
前
日
の
雨
雲
が
空
に
残
る
な
か

午
前
９
時
よ
り
20
名
の
予
選
通
過
者
に
よ

っ
て
決
勝
戦
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
日
、
最
初
に
矢
を
射
る
の
は
４
月

の
世
界
大
会
男
子
団
体
優
勝
の
友と
も

安や
す

正ま
さ

人と

（
石
川
）。
注
目
を
受
け
な
が
ら
も
友
安
は

軽
快
に
的
中
さ
せ
た
。
そ
れ
に
続
く
選
手

た
ち
。
中
條
は
２
本
目
を
失
中
し
て
遅
れ

を
と
る
。
２
回
目
を
終
え
て
、
友
安
、
鹿か

野の

伸し
ん

一い
ち（

東
京
）、大お
お

隈す
み

雅ま
さ

成な
り（

鹿
児
島
）、

橋は
し

口ぐ
ち

聖せ
い

矢や

（
鹿
児
島
）
の
４
名
が
４
中
と

な
っ
た
。
３
中
で
後
を
追
う
の
は
、
３
本

目
を
外
し
た
山や
ま

本も
と

一い
っ

輝き

（
熊
本
）
と
４
本

目
を
外
し
た
細ほ
そ

川か
わ

孝た
か

夫お

（
福
井
）、
４
本

目
を
外
し
た
坂
本
と
３
本
目
を
外
し
た
小

原
な
ど
６
名
。
中
條
は
３
本
目
を
痛
恨
の

２
つ
目
の
失
中
と
し
て
し
ま
う
。

　

３
回
目
が
終
わ
っ
て
６
中
は
や
は
り
友

安
、
鹿
野
、
大
隈
、
橋
口
の
４
名
。
５
中

は
坂
本
、
小
原
、
山
本
、
細
川
の
４
名
の

み
と
な
っ
た
。

　

４
回
目
。
雲
が
切
れ
、
陽
が
差
し
始
め

た
。
天
候
が
変
化
す
る
中
で
試
合
に
も
動

き
が
出
て
く
る
。
友
安
、
鹿
野
、
橋
口
は

８
中
、
小
原
、
山
本
、
細
川
も
７
中
と
現

状
を
維
持
す
る
が
、
大
隈
は
７
本
目
の
矢

を
中あ

て
ら
れ
ず
７
中
に
沈
む
。
坂
本
も
８

本
目
が
失
中
と
な
り
６
中
。

　

注
目
の
５
回
目
、
９
本
目
を
友
安
、
山

本
は
と
も
に
中
て
て
く
る
。
友
安
は
10
本

目
を
ま
さ
か
の
失
中
。
そ
れ
を
間
近
で
見

て
い
た
山
本
で
あ
る
が
し
っ
か
り
と
中
て

た
。
友
安
、
山
本
は
と
も
に
計
９
中
。
鹿

野
は
９
本
目
を
中
て
て
、
鹿
野
の
10
本
目

に
場
内
の
視
線
が
集
ま
る
。
鹿
野
は
矢
を

水
平
に
保
ち
な
が
ら
美
し
い
会
を
と
る
。

一
間
お
い
た
離
れ
の
後
で
、
矢
は
吸
い
込

ま
れ
る
よ
う
に
〝
ポ
ン
〟
と
的
に
的
中
し

た
。
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
る
鹿
野
。
橋

口
が
９
本
目
を
外
し
て
、
鹿
野
伸
一
の
初

優
勝
が
決
ま
っ
た
。

　

遠
近
競
射
に
よ
っ
て
、
２
位
に
山
本
一

輝
。
３
位
に
橋
口
聖
矢
、
４
位
に
細
川
孝

夫
、
５
位
に
友
安
正
人
が
入
賞
し
た
。

準優勝＝山本一輝

最高得点賞＝坂本達雄

第３位＝橋口聖矢

第４位＝細川孝夫第５位＝友安正人
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競
技
終
了
後
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
試
み

よ
う
と
記
者
は
選
手
控
室
に
伺
っ
た
。
し

か
し
、
鹿
野
選
手
の
姿
は
ど
こ
に
も
見
当

た
ら
な
い
。
ウ
ロ
ウ
ロ
す
る
記
者
に
対
し

て
「
鹿
野
さ
ん
な
ら
宝
物
館
の
横
の
喫
煙

所
に
行
っ
て
る
よ
」
と
別
の
選
手
か
ら
あ

り
が
た
い
声
を
か
け
て
頂
い
た
。

　

喫
煙
所
に
行
っ
て
み
る
と
、
秋
晴
れ
の

空
の
下
、
数
名
の
関
係
者
に
囲
ま
れ
て
気

持
ち
良
さ
そ
う
に
タ
バ
コ
を
く
ゆ
ら
す
鹿

野
選
手
の
姿
が
あ
っ
た
。

　

鹿
野
選
手
は
快
く
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応

じ
て
く
れ
た
。

「
正
直
言
っ
て
自
分
が
優
勝
す
る
と
は
思

っ
て
も
い
な
か
っ
た
の
で
、
ビ
ッ
ク
リ
し

て
い
る
の
が
本
当
の
と
こ
ろ
で
す
」
と
率

直
に
心
境
を
語
る
鹿
野
選
手
。
選
手
権
に

向
け
て
は
ど
の
よ
う
な
稽
古
を
さ
れ
て
き

た
の
だ
ろ
う
か
。

「
自
分
の
技
術
的
な
ウ
ィ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト

が
色
々
と
あ
る
の
で
、
そ
の
改
善
を
重
点

的
に
行
い
ま
し
た
。
最
後
ま
で
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
続
け
て
き
た
成
果
が
出

た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
普
段
の
稽
古
に

お
い
て
も
常
に
本
番
を
想
定
し
て
、
リ
ズ

ム
な
ど
を
意
識
し
て
稽
古
し
て
い
ま
す
」

　

場
内
の
注
目
が
集
ま
っ
た
10
本
目
は
ど

の
よ
う
な
気
持
ち
で
矢
を
引
い
た
の
だ
ろ

う
か
。

「
緊
張
す
る
の
か
な
と
思
っ
た
の
で
す

が
、
今
日
は
１
本
目
か
ら
10
本
目
ま
で
そ

ん
な
に
堅
く
な
ら
ず
に
の
び
の
び
と
引
け

た
か
な
と
思
い
ま
す
。
時
に
10
本
目
だ
か

ら
と
か
意
識
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で

す
」

　

本
番
を
意
識
し
た
稽
古
が
奏
効
し
た
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
父
が
弓
を
や
っ
て
い
た
も
の
で
す
か

ら
、
高
校
に
入
っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
父

の
指
導
を
受
け
始
め
ま
し
た
」

　

弓
道
歴
は
��
年
に
な
る
と
い
う
。
現
在

は
東
京
板
橋
区
の
弓
道
場
で
稽
古
を
し
て

い
る
。
会
の
美
し
さ
が
印
象
的
で
あ
っ
た

鹿
野
選
手
の
射
技
。
最
後
に
目
指
す
射
を

伺
っ
た
。

「
ま
だ
ま
だ
自
分
で
は
こ
れ
だ
！　

と
い

う
の
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
所
懸
命
引
い

た
結
果
で
矢
が
飛
ん
で
い
く
よ
う
な
射
を

引
き
た
い
で
す
。
私
は
国
体
選
手
時
代
に

ど
う
し
て
も
手
先
で
中
て
る
よ
う
な
射
を

引
い
て
い
た
も
の
で
す
か
ら
、
今
で
も
そ

れ
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。
身
体
で
引
い

て
、
身
体
で
離
れ
を
行
い
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
残
心
が
取
れ
る
よ
う
な
射
を
目
指
し
て

い
き
た
い
で
す
」

　

理
想
の
射
に
近
づ
け
て
ま
し
た
か
。

「
い
や
、い
や
、全
然
駄
目
で
し
た
よ
！
」

　

今
ま
で
淡
々
と
質
問
に
応
じ
て
い
た
が

急
に
慌
て
出
す
鹿
野
選
手
。

「
客
観
的
に
は
評
価
で
き
ま
せ
ん
が
、
ま

だ
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
レ
ベ
ル
な
の

で
、
身
体
に
染
み
つ
い
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
自
然
に
何
も
考
え
ず
に
そ

れ
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
今
ま
で

通
り
に
稽
古
を
し
て
い
か
な
く
て
は
と
思

い
ま
す
」

　

選
手
権
覇
者
に
と
っ
て
も
理
想
の
射
は

道
半
ば
、
弓
の
道
に
終
わ
り
は
な
い
。
鹿

野
選
手
の
理
想
の
射
は
煙
の
よ
う
に
浮
か

ん
で
は
空
に
消
え
て
摑つ
か

み
難
い
。
印
象
に

残
る
秋
晴
れ
の
喫
煙
所
で
あ
っ
た
。

◎
優
勝
＝
鹿か

野の

伸し
ん

一い
ち

教
士
六
段（
東
京
）

理
想
の
射
を
目
指
し
た
末
の
初
優
勝

ʻ༏উऀΠϯλϏϡーʼ

○
準
優
勝
＝
山や

ま
本も
と

一い
っ

輝き

錬
士
六
段（
熊
本
）

「
非
常
に
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。
準
優
勝

と
い
う
実
感
は
そ
れ
ほ
ど
な
い
で
す
が
、

今
、
こ
う
し
て
周
り
の
方
々
か
ら
お
声
を

か
け
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
少
し
ず

つ
そ
の
実
感
を
噛
み
締
め
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
」

▽
３
位
＝
橋は
し
口ぐ
ち
聖せ
い
矢や

錬
士
五
段（
鹿
児
島
）

「
９
本
目
を
外
し
た
瞬
間
は
全
身
か
ら
血

の
気
が
ひ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
落
ち
込
ま

ず
に
気
を
張
り
直
し
て
10
本
目
に
臨
み
ま

し
た
。
３
位
に
入
れ
て
嬉
し
い
で
す
」

▽
４
位
＝
細ほ
そ

川か
わ

孝た
か

夫お

教
士
八
段
（
福
井
）

「
今
回
最
後
だ
と
思
っ
て
臨
ん
だ
の
で
す

が
、
大
会
中
に
様
々
な
課
題
が
見
つ
か
っ

て
、直
し
な
が
ら
最
後
ま
で
引
け
ま
し
た
」

▽
５
位
＝
友と
も

安や
す

正ま
さ

人と

教
士
六
段
（
石
川
）

「
悔
し
い
で
す
。
い
つ
も
こ
こ
に
来
る
と

う
ま
く
引
け
ず
に
、
自
分
ら
し
く
な
か
っ

た
の
で
、
今
年
は
自
分
ら
し
く
引
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
」

◎
最
高
得
点
賞
＝
坂さ
か

本も
と

達た
つ

雄お

教
士
七
段

（
青
森
）

「
２
年
連
続
し
て
こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
い

い
賞
を
い
た
だ
き
感
激
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
こ
れ
に
驕お
ご

ら
ず
高
み
を
目
指
し
て

い
け
る
よ
う
に
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
次
は
天
皇
盃
を
目
指
し
ま
す
」
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左から友安氏、橋口氏、鹿野氏、山本氏、細川氏、坂本氏矢渡＝中野秀也範士八段

大会は 110 名によって競われた全日本弓道連盟中央道場・至誠館第 2 弓道場

立
順 ໊ࢯ ॴଐ

༧બ ܾউ

的
中

得
点

順
位 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 的

中

遠
近
競
射

順
位

1 ༑҆　ਖ਼ਓ ੴ � 1��� 20 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʷ � � �
2 ᖂ୩　Ղ࢙ ಙౡ � 1��� 1� ˓ ʷ ˓ ˓ ʷ ʷ ˓ ˓ ˓ ʷ �
� ຊ　Ұًࢁ ຊ۽ � 1��� 18 ˓ ˓ ʷ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ � 1 2
� ʑޫࠤ ळా 2 1��8 1� ʷ ʷ ʷ ʷ ʷ ˓ ˓ ʷ ˓ ʷ �
� ⁋　　ঘ Ἒ � 1��1 � ˓ ʷ ʷ ˓ ʷ ʷ ʷ ˓ ˓ ʷ �
� 道ӽ　ྑ࣏ ੴ � 1��1 1� ʷ ʷ ˓ ˓ ˓ ʷ ˓ ˓ ˓ ˓ �
� ࣛ　৳Ұ ౦ژ 2 1��0 1� ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 10 1
8 ాத　 ઍ༿ � 1��2 12 ʷ ˓ ˓ ʷ ˓ ˓ ʷ ˓ ʷ ʷ �
� ৗޫ　༞Ұ ߴ � 1��� � ˓ ˓ ʷ ˓ ʷ ˓ ʷ ˓ ˓ ˓ �
10 ଜ　　ਔࢤ  � 1��� 1� ʷ ʷ ʷ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ �
11 ໊　Ұ ઍ༿ � 1��� � ʷ ʷ ʷ ʷ ʷ ˓ ʷ ʷ ʷ ˓ 2
12 தᑍ　େี ੴ � 1��� � ˓ ʷ ʷ ˓ ˓ ˓ ʷ ʷ ˓ ʷ �
1� ଟ࣏ݡ　ބ ॏࡾ 2 1��� 1� ʷ ˓ ʷ ˓ ˓ ˓ ʷ ˓ ˓ ʷ �
1� େ۱　խ ౡࣇࣛ � 1��� 8 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʷ ˓ ʷ ˓ 8
1� 　ޱڮ ౡࣇࣛ � 1��� 11 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʷ ˓ � 2 �
1� ߦ　തߥ ւ道 2 1��� � ʷ ʷ ˓ ˓ ˓ ʷ ˓ ˓ ˓ ˓ �
1� ߦ　ߴ ৽ׁ � 1��2 � ʷ ʷ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʷ ˓ �
18 　ࡉ Ҫ � 1��2 2 ˓ ˓ ˓ ʷ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ � � �
1� ຊ　ୡ༤ࡔ ੨ � 1�21 1 ˓ ˓ ˓ ʷ ˓ ˓ ˓ ʷ ˓ ʷ �
20 খݪ　༟ ౡࠜ 2 1��� 10 ˓ ˓ ʷ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʷ 8
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皇
后
盃
第
��
回
全
日
本
女
子
弓
道
選
手

権
大
会
が
９
月
��
日
〜
��
日
の
３
日
間
、

全
国
か
ら
選
出
さ
れ
た
���
名
の
選
手
が
参

集
し
て
、
明
治
神
宮
境
内
の
全
日
本
弓
道

連
盟
中
央
道
場
で
開
催
さ
れ
た
。

　

大
会
で
は
、
過
去
２
回
優
勝
の
斉さ
い

藤と
う

美み

智ち

子こ

教
士
七
段
（
静
岡
）
が
��
射
皆
中
で

３
度
目
の
優
勝
を
飾
っ
た
。
ま
た
、
最
高

得
点
賞
に
つ
い
て
も
斉
藤
美
智
子
が
３
回

目
の
受
賞
と
な
っ
た
。
皇
后
盃
・
最
高
得

点
賞
の
同
時
受
賞
は
平
成
��
年
に
続
き
、

自
身
２
度
目
と
な
る
。

　

男
子
同
様
に
、
予
選
は
各
自
４
射
（
一

手
２
回
）
を
行
い
、
得
点
の
上
位
��
名
を

選
出
。
決
勝
は
各
自
��
射
（
一
手
５
回
）

を
行
い
、
的
中
制
に
よ
り
順
位
を
決
定
し

た
。
��
射
実
施
後
の
優
勝
者
以
外
の
順
位

は
遠
近
競
射
で
決
定
し
た
。

斉
藤
美
智
子　

最
高
得
点
賞
も
２
年
ぶ
り
同
時
受
賞

皇后盃第 51回全日本女子弓道選手権大会

教
士
七
段

（
静
岡
）

が
３
回
目
の
皇
后
盃
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◆
女
子　
　

９
月
��
日
〜
��
日

　

1�
日
は
開
会
式
、矢
渡
し
が
行
わ
れ
た
。

　

1�
日
は
110
名
の
選
手
に
よ
っ
て
予
選
会

が
行
わ
れ
た
。
昨
年
優
勝
の
前
田
か
お
り

は
１
中
に
終
わ
り
、
予
選
で
敗
退
し
た
。

４
中
・
１
４
６
８
点
で
斉さ
い

藤と
う

美み

智ち

子こ

（
静

岡
）
が
最
高
得
点
賞
を
受
賞
し
た
。
２
年

ぶ
り
３
回
目
の
受
賞
と
な
る
。
続
い
て
、

過
去
４
回
優
勝
経
験
の
あ
る
齋さ
い

藤と
う

住ゆ
き

子こ

（
東
京
）
が
４
中
・
１
４
５
１
点
で
２
位

で
通
過
し
た
。
ま
た
、
本
誌
に
て
「
死
ぬ

ま
で
弓
道
」
を
執
筆
中
の
小こ

牧ま
き

佳か

世よ

（
京

都
）
は
７
位
で
予
選
を
通
過
し
た
。

　

18
日
午
前
９
時
、
静せ
い

謐ひ
つ

な
神
宮
の
杜も
り

で
、
粛
々
と
決
勝
競
技
は
開
始
さ
れ
た
。

　

１
回
目
で
は
早
く
も
失
中
す
る
選
手
が

続
出
す
る
。
そ
ん
な
中
、
斉
藤
美
智
子
は

一ひ
と

際き
わ

い
い
音
を
立
て
て
２
中
。
小
牧
も
ゆ

っ
く
り
と
会
を
と
っ
た
射
で
２
中
。
小
林

ひ
と
み
（
新
潟
）、
齋
藤
往
子
も
こ
れ
に

続
い
た
。

　

２
回
目
で
は
小
牧
が
３
本
目
を
落
と

す
。
齋
藤
往
子
も
３
・
４
本
目
と
立
て
続

け
に
失
中
し
て
し
ま
う
。
４
中
は
斉
藤
美

智
子
、
小
林
に
絞
ら
れ
た
。

　

３
回
目
が
終
わ
っ
て
、
６
中
は
斉
藤
、

小
林
の
２
名
。
５
中
は
星ほ
し

野の

信の
ぶ

子こ

（
愛

知
）、
安あ
ん

藤ど
う

久く

美み

子こ

（
福
島
）、
小
牧
、
奥お
く

田だ
し

祥ょ
う

子こ

（
熊
本
）
の
４
名
。

　

後
半
と
な
る
４
回
目
。
斉
藤
は
変
ら
ず

無
駄
が
な
く
滑
ら
か
な
射
技
を
披
露
。
２

中
と
も
的
確
に
的
中
さ
せ
る
斉
藤
。
続
く

小
林
は
、
緊
張
か
ら
か
２
射
と
も
落
と
し

て
し
ま
っ
た
。
斉
藤
が
８
中
で
独
走
す

る
。
小
牧
と
奥
田
は
８
本
目
を
外
し
、
６

中
に
沈
ん
だ
。
星
野
と
安
藤
が
７
中
。

　

最
後
の
５
回
目
、
斉
藤
が
３
度
目
の
優

勝
に
大
手
を
か
け
る
。
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が

か
か
る
中
で
も
変
わ
ら
な
い
射
技
で
９
本

目
を
的
中
さ
せ
た
斉
藤
。
続
く
斉
藤
の
10

本
目
。
場
内
で
は
、
全
員
が
瞬
き
も
惜
し

ん
で
注
視
す
る
。
し
か
し
、
斉
藤
は
そ
れ

を
気
に
も
せ
ず
に
同
じ
リ
ズ
ム
で
体
配
を

行
い
、
見
事
に
的
中
さ
せ
た
。
場
内
か
ら

の
大
き
な
歓
声
に
包
ま
れ
る
中
、
斉
藤
美

智
子
は
10
射
皆
中
で
、
２
年
ぶ
り
３
度
目

の
皇
后
盃
を
射
止
め
た
。

　

星
野
は
９
本
目
を
、
安
藤
は
10
射
目
を

失
中
。
８
中
の
星
野
、
安
藤
、
小
牧
、
奥

田
に
よ
っ
て
遠
近
競
射
が
行
わ
れ
た
。

　

遠
近
競
射
の
結
果
、
２
位
に
小
牧
佳

世
、
３
位
に
奥
田
祥
子
、
４
位
に
星
野
信

子
、
５
位
に
安
藤
久
美
子
の
入
賞
が
決
ま

っ
た
。

準優勝＝小牧佳世

第３位＝奥田祥子

第４位＝星野信子 第５位＝安藤久美子
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選
手
控
室
に
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ

て
く
れ
た
。
思
え
ば
、
２
年
前
の
優
勝
・

最
高
得
点
賞
の
ダ
ブ
ル
受
賞
時
に
も
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
場
所

も
全
日
本
弓
道
連
盟
中
央
道
場
で
あ
っ

た
。

「
皇
后
盃
・
最
高
得
点
賞
の
両
方
を
と
れ

る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
自

分
で
も
ビ
ッ
ク
リ
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う

し
ま
し
ょ
う
と
い
う
気
持
ち
で
す（
笑
）」

　

２
年
前
と
同
様
の
感
想
。
や
は
り
謙
虚

な
人
柄
で
あ
る
。
斉
藤
選
手
の
射
技
は
、

側
か
ら
見
て
い
て
常
に
同
じ
リ
ズ
ム
で
安

定
感
が
あ
っ
た
。
そ
の
時
の
ご
自
身
の
胸

の
内
を
伺
っ
た
。

「
自
分
が
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い

点
を
注
意
し
て
、
外
し
て
し
ま
い
そ
う
な

と
こ
ろ
で
は
気
合
を
入
れ
て
引
き
、
ホ
ッ

と
し
て
い
ま
し
た
。
自
分
の
中
で
は
け
っ

こ
う
揺
れ
動
い
て
お
り
ま
す
。
ド
キ
ド
キ

も
の
で
し
た
」

　

あ
れ
だ
け
安
定
感
が
あ
る
射
技
の
内
に

揺
れ
動
く
心
。
意
外
な
返
答
で
あ
る
。
５

回
目
の
射
技
で
は
場
内
か
ら
多
く
の
視
線

を
集
め
て
、
自
身
の
注
力
に
欠
く
こ
と
は

な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
自
分
の
中
で
は
皆
さ
ん
の
視
線
は
意
識

し
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
９
本
目
は

危
な
か
っ
た
で
す
が
的
の
下
の
方
に
中
っ

て
、今
日
は
運
も
あ
る
な
と
思
い
ま
し
た
」

　

外
部
の
影
響
は
受
け
ず
、
ひ
た
す
ら
に

自
分
と
向
き
合
い
続
け
た
10
射
で
あ
っ
た

こ
と
が
窺う
か
がえ

る
。

「
高
校
時
代
に
弓
道
部
に
入
り
、
弓
を
引

い
て
い
ま
し
た
が
、
社
会
人
に
な
る
と
仕

事
の
関
係
で
弓
を
引
け
な
い
期
間
が
続
き

ま
し
た
。
��
歳
か
ら
ま
た
再
開
し
ま
し
て

今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
」

　

弓
を
引
い
て
い
な
い
期
間
も
、
早
く
再

開
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
常
に
持
っ
て

い
た
と
い
う
。
弓
道
を
再
開
し
て
�0
数

年
、
弓
道
と
仕
事
を
両
立
さ
せ
て
稽
古
を

重
ね
て
い
る
と
の
こ
と
だ
。

「
稽
古
で
は
縦
線
、
横
線
が
ブ
レ
な
い
よ

う
に
注
意
し
て
い
ま
す
。
選
手
権
の
よ
う

な
こ
う
い
う
晴
れ
舞
台
で
は
な
か
な
か
難

し
い
で
す
ね
」

　

し
か
し
、
過
去
２
回
の
優
勝
経
験
を
持

っ
て
い
る
斉
藤
選
手
に
は
そ
れ
ほ
ど
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
も
か
か
ら
な
い
よ
う
に
も
思
え

る
が
。

「
選
手
権
は
県
の
地
区
予
選
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
自
信
は
全
く
な
く
、
そ
の
時
そ
の

時
で
必
死
で
す
。
し
か
し
今
日
は
上
出
来

で
す
ね
。
神
宮
の
神
様
が
味
方
し
て
く
れ

た
の
で
し
ょ
う
か
（
笑
）」

　

最
後
に
理
想
と
す
る
弓
を
伺
っ
た
。

「
理
想
と
す
る
の
は
佐
竹
万
里
子
先
生
の

弓
で
す
。
私
た
ち
と
は
違
う
次
元
、
心
で

弓
を
引
い
て
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
」

　

少
し
佐
竹
先
生
に
近
づ
け
た
の
で
し
ょ

う
か
。

「
い
え
い
え
、
と
ん
で
も
ご
ざ
い
ま
せ

ん
！　

次
に
向
か
っ
て
体
調
を
崩
さ
ず
に

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
」

　

斉
藤
選
手
の
座
右
の
銘
は
や
は
り
２
年

前
と
同
様
に
〝
百
錬
自
得
〟。
斉
藤
選
手

は
、
鈴
木
三
成
先
生
か
ら
教
示
し
て
い
た

だ
い
た
言
葉
を
胸
に
、
繰
り
返
し
繰
り
返

し
今
後
も
稽
古
を
重
ね
て
い
く
。

〝
百
錬
自
得
〟
を
胸
に
、
射
止
め
た
皇
后
盃

◎
優
勝
・
最
高
得
点
賞
＝
斉さ
い

藤と
う

美み

智ち

子こ

教
士
七
段
（
静
岡
）

○
準
優
勝
＝
小こ

牧ま
き

佳か

世よ

教
士
七
段（
京
都
）

「
運
が
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
毎
回
・

毎
年
、
課
題
を
持
っ
て
臨
み
ま
す
。
今
回

は
手
先
に
力
が
入
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
と
、
美
し
い
残
心
が
と
れ
る
よ
う
に
し

よ
う
と
心
が
け
て
臨
み
ま
し
た
。
理
想
の

矢
に
は
ま
だ
遠
か
っ
た
で
す
ね
。
５
回
目

だ
け
は
外
れ
て
も
い
い
か
ら
と
自
分
の
思

い
の
ま
ま
に
引
き
ま
し
た
」

▽
３
位
＝
奥お
く

田だ

祥し
ょ

子う
こ

錬
士
五
段
（
熊
本
）

「
こ
の
場
に
い
る
の
が
不
思
議
な
感
じ
で

す
。
初
出
場
だ
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
何

が
何
だ
か
わ
か
ら
な
い
内
に
終
わ
っ
た
よ

う
な
感
じ
で
す
。
実
感
は
ま
だ
わ
き
ま
せ

ん
。
家
に
帰
っ
て
か
ら
で
す
か
ね
」

▽
４
位
＝
星ほ
し

野の

信の
ぶ

子こ

教
士
七
段
（
愛
知
）

「
い
つ
も
よ
り
は
緊
張
は
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
自
分
か
ら
離
し
に
い
か
な
い
よ

う
に
最
後
ま
で
伸
び
る
意
識
を
持
っ
て
試

合
に
臨
み
ま
し
た
。
ま
た
来
年
も
こ
の
大

会
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

▽
５
位
＝
安あ
ん
藤ど
う
久く

美み

子こ

教
士
六
段（
福
島
）

「
一
本
一
本
引
く
こ
と
に
徹
す
る
こ
と

と
、
先
生
や
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

方
々
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
試
合
に

臨
み
ま
し
た
。
今
後
は
毎
年
の
よ
う
に
大

会
に
出
場
で
き
る
よ
う
に
練
習
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」
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矢渡＝佐竹万里子範士八段 左から安藤氏、奥田氏、斉藤氏、小牧氏、星野氏

決勝競技決勝では多くの観客が競技を見守った

立
順 ໊ࢯ ॴଐ

༧બ ܾউ

的
中

得
点

順
位 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 的

中

遠
近
競
射

順
位

1 தຊ　ࢠ ੩Ԭ � 1�22 1� ʷ ˓ ʷ ˓ ʷ ˓ ˓ ʷ ˓ ˓ �
2 ඒ　ాࢁ େࡕ 2 1�2� 11 ʷ ˓ ʷ ˓ ʷ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ �
� 　໌ඒࠤ ւ道 2 1�21 1� ʷ ˓ ʷ ˓ ˓ ʷ ˓ ˓ ʷ ˓ �
� ل　ѥࠤ Ѫ � 1�1� 1� ˓ ʷ ʷ ʷ ˓ ʷ ˓ ˓ ˓ ʷ �
� 　ࢠߒ େࡕ 2 1�1� 1� ʷ ˓ ʷ ʷ ʷ ˓ ˓ ˓ ˓ ʷ �
� ຊ͚͋Έࢁ Ҫ � 1��2 � ʷ ʷ ˓ ʷ ʷ ˓ ʷ ˓ ʷ ʷ �
� ܙ　ຊ؛ Ԭࢁ � 1�1� 20 ʷ ˓ ˓ ʷ ʷ ˓ ʷ ˓ ʷ ˓ �
8 ੪౻ඒஐࢠ ੩Ԭ � 1��8 1 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 10 1
� 　৴ࢠ Ѫ � 1��1 � ʷ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʷ ˓ 8 � �
10 ాத　ࢠ ࡚ 2 1��� 8 ʷ ʷ ʷ ʷ ˓ ʷ ˓ ˓ ˓ ˓ �
11 ࢠඒٱ౻҆ ౡ � 1��8 � ʷ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʷ 8 � �
12 ҏ౻لඒࢠ ॏࡾ � 1��� � ʷ ˓ ʷ ˓ ʷ ʷ ʷ ˓ ˓ ˓ �
1� খ　Ղੈ ژ 2 1��� � ˓ ˓ ʷ ˓ ˓ ˓ ˓ ʷ ˓ ˓ 8 1 2
1� খྛͻͱΈ ৽ׁ � 1�1� 1� ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʷ ʷ ˓ ʷ �
1� ٢武ඒஐ େ 2 1�1� 18 ʷ ˓ ʷ ʷ ˓ ˓ ʷ ˓ ˓ ˓ �
1� େ　३ࢠ ౦ژ � 1�2� � ˓ ʷ ʷ ʷ ʷ ʷ ˓ ʷ ˓ ʷ �
1� Ԟా　ࢠ ຊ۽ � 1�22 12 ˓ ʷ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʷ ˓ ˓ 8 2 �
18 দຊ　Ѫࢠ ౦ژ � 1�22 1� ʷ ʷ ʷ ʷ ʷ ˓ ˓ ʷ ˓ ˓ �
1� ༗ᖒ　ઍळ ௗऔ 2 1�2� 10 ʷ ˓ ˓ ˓ ˓ ʷ ˓ ˓ ˓ ʷ �
20 ᜊ౻　ԟࢠ ౦ژ � 1��1 2 ˓ ˓ ʷ ʷ ˓ ʷ ʷ ʷ ˓ ʷ �
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第
９
回
鹿
島
神
宮
奉
納
日
本
古
武
道
交

流
演
武
大
会
（
主
催
＝
日
本
武
道
館
、
日

本
古
武
道
協
会
）
が
、��
月
７
日
、武
神
・

武た
け

甕み
か

槌づ
ち

大の
お

神お
か
みを
祀
る
鹿
島
神
宮
（
茨
城
県

鹿
嶋
市
）
で
開
催
さ
れ
た
。
大
会
は
、
延

べ
４
０
０
０
名
を
超
え
る
多
数
の
観
覧
者

が
演
武
を
見
守
る
中
、
全
国
か
ら
集
ま
っ

た
古
武
道
��
流
派
���
名
に
よ
る
奉
納
演
武

が
行
わ
れ
た
。

　

大
会
当
日
は
��
月
と
し
て
は
異
例
の
、

��
度
を
超
す
真
夏
日
と
な
る
な
か
、
演
武

者
た
ち
は
気
迫
の
込
も
っ
た
伝
統
の
技
を

奉
納
し
た
。

　

大
会
は
、
午
前
９
時
に
全
員
で
昇
殿
参

拝
を
行
い
、
記
念
撮
影
の
後
、
９
時
��
分

に
吉
野
喜
信
日
本
武
道
館
振
興
部
長
に
よ

る
開
会
宣
言
で
開
会
。
国
歌
斉
唱
に
続
い

て
、
三
藤
芳
生
日
本
武
道
館
常
任
理
事
・

事
務
局
長
（
日
本
古
武
道
協
会
常
任
理

演武始め・天真正伝香取神道流剣術

古
武
道
34
流
派
の
神
髄
を
奉
納
演
武

第
９
回 

鹿
島
神
宮
奉
納 

日
本
古
武
道
交
流
演
武
大
会
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事
）
が
主
催
者
挨
拶
を
行
っ
た
。

「
こ
の
大
会
も
回
を
重
ね
る
こ
と
９
回
、

日
本
古
武
道
の
保
存
・
振
興
に
と
っ
て
な

く
て
は
な
ら
な
い
貴
重
な
場
と
な
り
ま
し

た
。
先
生
方
は
、
こ
の
鹿
島
神
宮
の
大
神

様
の
前
で
演
武
を
す
る
こ
と
を
誇
り
に
、

心
と
技
を
鍛
え
て
き
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
今
日
は
そ
れ
を
披
露
す
る
晴
れ
の
場

で
あ
り
ま
す
。
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
こ
の
武た
け

甕み
か

槌づ
ち

大の
お

神お
か
み様
の
前
で
１
年

間
、
鍛
え
た
技
と
心
を
存
分
に
演
武
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

次
に
錦
織
孝
一
鹿
嶋
市
長
が
祝
辞
を
述

べ
た
。

「
��
流
派
1��
名
の
皆
様
、
鹿
嶋
市
に
お
越

し
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
今
大
会

が
盛
会
に
開
催
で
き
ま
す
こ
と
、
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
演
武
で
は
伝
統
を
守
り

続
け
て
き
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
流
派
の
技
を

披
露
し
て
く
だ
さ
い
」

　

そ
の
後
、
鹿
島
則
良
鹿
島
神
宮
宮
司
が

歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
た
。

「
全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
先
生
方
が
奉
納

演
武
を
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
普
段
の
稽
古

で
鍛
え
た
技
と
心
を
、
あ
り
が
た
く
拝
見

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
日
観
覧
に
訪

れ
た
皆
様
も
、
し
っ
か
り
と
先
生
方
の
技

を
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
述
べ
、

開
会
式
は
終
了
し
た
。

　

演
武
は
社
殿
前
に
設し
つ
らえ

ら
れ
た
特
設
演

武
場
で
行
わ
れ
、
演
武
始
め
を
天
真
正
伝

香
取
神
道
流
剣
術
が
務
め
た
。
続
い
て
、

�2
流
派
の
演
武
が
順
に
披
露
さ
れ
、
厳
し

い
日
差
し
の
中
、
洗
練
さ
れ
た
技
の
数
々

で
多
く
の
観
客
を
魅
了
し
た
。
午
前
10
時

か
ら
始
ま
り
、
約
４
時
間
続
い
た
演
武
会

を
地
元
流
派
の
鹿
島
新
當
流
剣
術
が
締
め

括
っ
た
。

　

最
後
に
、
吉
野
喜
信
日
本
武
道
館
振
興

部
長
が
閉
会
宣
言
を
行
い
、
大
会
は
盛
会

の
裡
に
幕
を
閉
じ
た
。

吉野喜信
日本武道館振興部長

鹿島則良
鹿島神宮宮司

錦織孝一
鹿嶋市長

集合写真

三藤芳生
日本武道館常任理事・事務局長

心ٕ体 人を育てる૯合ࢽ
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ニュース

大東流合気柔術 琢磨会

関口流抜刀術

戸田派武甲流薙刀術 無雙直傳英信流居合術

武
甕
槌
大
神
の
御
前
で

　
　
　
　
　
　
洗
練
さ
れ
た
技
を
奉
納

無比無敵流杖術伯耆流居合術

小野派一刀流剣術
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演武を行う秀晃氏（右）

卜傳流剣術

竹生島流棒術

鞍馬流剣術

　

卜
傳
流
剣
術
は
今
大
会
、
小お

山や
ま

秀ひ
で

弘ひ
ろ

宗

家
、
息
子
の
隆た
か

秀ひ
で

氏
、
そ
し
て
孫
の
秀ひ
で

晃あ
き

氏

の
三
代
で
の
出
場
と
な
っ
た
。
高
校
１
年
生

の
秀
晃
氏
に
演
武
終
了
後
、
今
ま
で
の
取
組

と
今
大
会
の
演
武
に
つ
い
て
話
を
伺
っ
た
。

「
最
初
は
嫌
々
や
ら
さ
れ
て
い
た
の
で
、
形

の
意
味
も
わ
か
ら
ず
に
稽
古
を
し
て
い
ま
し

た
。
中
学
生
に
な
り
、
宗
家
が
体
調
を
崩
し

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
覚
悟
を
決
め
ま
し

た
。
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
技
の
継
承

に
、
本
気
で
取
り
組
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
初
め
て
の
人
前

で
の
演
武
で
し
た
。
100
点
満
点
中
、
小
数
点

レ
ベ
ル
で
す
か
ね
」

　

自
ら
を
厳
し
く
採
点
し
た
秀
晃
氏
の
演
武

は
、
父
と
祖
父
の
目
に
は
ど
の
よ
う
に
映
っ

た
の
か
。

　

隆
秀
氏
は
「
こ
れ
か
ら
の
修
行
へ
の
期
待

を
込
め
て
�0
点
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う

か
。
秀
晃
に
と
っ
て
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
親
子
三

代
で
稽
古
で
き
る
時
間
も
限
ら
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
伝
統
の
継
承
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
語
っ
た
。

　

そ
し
て
、
秀
弘
宗
家
は
「
秀
晃
の
今
回
の

演
武
は
80
点
。
初
め
て
の
演
武
に
し
て
は
上

出
来
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
現
在
、
流
派
と

し
て
の
課
題
は
２
つ
あ
り
ま
す
。
質
の
高
い

後
継
者
の
育
成
と
一
般
の
方
に
古
武
道
を
理

解
し
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
親
族
と
い
う
身

近
な
人
間
に
伝
統
の
継
承
が
で
き
る
こ
と
は

非
常
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
２
人
に
は
精

進
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
孫
を

評
価
し
、
２
人
に
期
待
を
膨
ら
ま
せ
た
。

◎
卜
傳
流
剣
術
　
親
・
子
・
孫
三
代
で
の
出
場
を
果
た
す

左から孫・秀晃氏、秀弘宗家、
息子・隆秀氏
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ニュース

直心影流薙刀術

荒木流軍用小具足

荒木流拳法

長谷川流和術

沖縄剛柔流武術

立身流兵法天道流薙刀術

天然理心流剣術
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心形刀流剣術

宝蔵院流高田派槍術

神道夢想流杖術

柳生新陰流兵法剣術

天神真楊流柔術

柳生新陰流兵法剣術 兵法タイ捨流

心月無想柳流柔術
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鹿島新當流剣術

北辰一刀流剣術

田宮流居合術

大東流合気柔術

神道無念流剣術

柳生心眼流體術

兵法二天一流剣術

為我流派勝新流柔術
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術技交流研修会

①
天
真
正
伝
香
取
神
道
流
剣
術
（
飯
篠
宏
太
、

京
増
重
利
、
荒
野
祥
司
、
成
毛
弘
、
櫻
井
俊

也
）

②
戸
田
派
武
甲
流
薙
刀
術
（
建
入
久
代
、
介
川

隼
人
、
永
埜
浩
司
、
本
多
日
向
子
）

③
心
月
無
想
柳
流
柔
術
（
八
島
和
雄
、
奥
村
宗

一
郎
、
仲
尾
昭
二
、
石
津
克
也
、
石
津
圭
弘
）

④
天
道
流
薙
刀
術
（
木
村
恭
子
、
玉
置
捷
子
、

和
田
久
代
、
近
藤
圭
恵
、
清
水
真
由
美
、
木

村
有
里
）

⑤
兵
法
タ
イ
捨
流
（
田
添
信
一
郎
、
河
合
弘
太

郎
、
田
中
英
樹
）

⑥
宝
蔵
院
流
高
田
派
槍
術
（
西
本
昌
永
、
加
藤

了
嗣
）

⑦
卜
傳
流
剣
術
（
小
山
秀
弘
、
小
山
隆
秀
、
小

山
秀
晃
）

⑧
神
道
夢
想
流
杖
術（
庄
子
都
代
子
、安
部
雅
人
）

⑨
兵
法
二
天
一
流
剣
術
（
加
治
屋
孝
則
、
前
田

典
子
、
吉
原
晴
次
、
月
森
慎
悟
）

⑩
竹
生
島
流
棒
術
（
松
浦
寛
澄
、
岩
永
雅
彦
、

石
川
裕
章
、
松
浦
利
英
、
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
ラ

イ
ン
ハ
ー
ト
）

⑪
心
形
刀
流
剣
術
（
小
林
強
、
加
藤
尚
大
、
原

謙
一
）

⑫
大
東
流
合
気
柔
術
琢
磨
会
（
谷
井
健
一
、
樋

口
明
寿
、
中
岡
飛
鳥
、
立
花
恒
、
槇
原
恒
夫
）

⑬
関
口
流
抜
刀
術
（
中
山
洋
一
、
本
庄
弘
幸
）

⑭
柳
生
心
眼
流
體
術
（
梶
塚
靖
司
、
藤
澤
勝
也
、

大
坪
博
憲
）

⑮
伯
耆
流
居
合
術
（
大
窪
敏
明
、
吉
岡
勝
子
、

桑
波
田
秀
祐
、
井
上
優
一
郎
）

⑯
為
我
流
派
勝
新
流
柔
術
（
根
本
憲
一
唯
之
、

村
木
浩
治
、
沢
幡
伸
男
、
渡
邉
文
男
）

⑰
天
然
理
心
流
剣
術
（
常
田
貞
行
、
時
田
由
記
、

小
林
恵
子
、
平
本
輝
彦
、
松
本
賢
司
、
須
田

英
宏
）

⑱
荒
木
流
軍
用
小
具
足
（
千
葉
明
、
栗
林
征
喜
、

　

片
桐
克
彦
、
浅
輪
晃
一
、
鶴
岡
嘉
治
、
鶴
岡

優
子
）

⑲
柳
生
新
陰
流
兵
法
剣
術
（
柳
生
耕
一
厳
信
、

葭
谷
努
、星
川
宣
禎
、中
山
雄
介
、渕
上
俊
顕
、

寺
田
裕
昭
）

⑳
無
雙
直
傳
英
信
流
居
合
術
（
関
口
髙
明
、
藤

井
勝
子
、
野
口
富
久
子
、
清
水
延
子
、
中
野

園
子
）

㉑
直
心
影
流
薙
刀
術
（
梶
山
武
子
、
関
根
恵
児
）

㉒
北
辰
一
刀
流
剣
術
（
小
澤
智
、
髙
山
陽
好
、

上
田
忠
夫
、
吉
田
信
二
、
田
中
榮
治
）

㉓
荒
木
流
拳
法
（
菊
池
邦
光
、
永
田
仁
志
、
細

野
桂
一
、
鈴
木
荒
一
、
鈴
木
崇
史
）

㉔
立
身
流
兵
法
（
加
藤
紘
、加
藤
敦
、樫
村
典
久
、

山
﨑
恒
久
、
石
毛
勝
也
、
渡
辺
紳
一
）

㉕
無
比
無
敵
流
杖
術
（
安
二
郎
、
大
和
久
正
幸
、

落
合
脩
二
、
久
野
周
也
）

㉖
鞍
馬
流
剣
術
（
柴
田
章
雄
、
東
山
誠
、
松
尾

和
夫
、
吉
田
穣
覚
、
松
井
康
一
、
渡
辺
良
雄
）

㉗
大
東
流
合
気
柔
術
（
近
藤
昌
之
、
天
野
鎮
夫
、

吉
澤
隆
明
、
ト
ル
ー
デ
ル
・
マ
ー
ク
、
池
嶋

勝
則
、
コ
ロ
ー
ジ
・
マ
ル
コ
）

㉘
神
道
無
念
流
剣
術
（
小
川
武
、
萩
崎
昭
、
落

合
毅
、
土
屋
正
則
、
玉
根
純
也
、
浅
野
史
明
）

㉙
天
神
真
楊
流
柔
術
（
柴
田
孝
一
、
柴
田
俊
充
、

中
村
丈
二
、有
沢
誠
、阿
部
岳
春
、今
野
賢
太
）

㉚
小
野
派
一
刀
流
剣
術
（
矢
吹
裕
二
、
石
崎
徹
、

浅
井
雅
史
、
鈴
木
宏
哉
）

㉛
長
谷
川
流
和
術
（
桑
原
巡
、
宮
下
邦
博
、
倉

田
勝
己
、
中
前
裕
治
、
逸
見
彰
一
）

㉜
田
宮
流
居
合
術
（
妻
木
達
夫
、
山
口
隆
一
、

山
田
千
代
和
、
小
野
信
義
、
吉
池
映
治
、
清

水
新
也
）

㉝
沖
縄
剛
柔
流
武
術
（
寺
内
一
男
、
戸
田
雄
紀
、

村
上
実
、
若
林
義
昌
、
手
塚
泰
史
）

㉞
鹿
島
新
當
流
剣
術
（
畳
屋
敏
治
、
橋
本
大
、

横
尾
廣
美
、
今
井
淳
也
、
小
松
崎
政
史
）

【
出
場
流
派
・
演
武
者
】

　

術
技
交
流
研
修
会
は
大
会
前
日
で
あ
る

６
日
の
午
後
３
時
�0
分
か
ら
、
鹿
島
神
宮

武
徳
殿
で
行
わ
れ
た
。
参
加
者
た
ち
は
、

各
流
派
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
の
技

を
熱
心
に
見
学
し
、
切せ
っ

磋さ

琢た
く

磨ま

し
た
。

　

会
場
を
移
し
て
、
午
後
６
時
�0
分
に
懇

親
会
を
開
会
。
会
に
は
演
武
者
を
は
じ

め
、
地
元
協
力
団
体
な
ど
、
計
188
名
が
出

席
し
た
。
は
じ
め
に
臼
井
日
出
男
日
本
武

道
館
理
事
長
（
日
本
古
武
道
協
会
理
事

長
）
が
主
催
者
を
代
表
し
て
挨
拶
を
行

い
、
市
村
修
鹿
嶋
市
副
市
長
が
祝
辞
を
、

鹿
島
則
良
鹿
島
神
宮
宮
司
が
歓
迎
の
言
葉

を
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
鏡
開
き
と
な
り
臼
井
理
事

長
、
市
村
副
市
長
、
𠮷
川
常
隆
鹿
島
新
當

流
剣
術
第
六
十
五
代
宗
家
、
鹿
島
宮
司
、

三
藤
芳
生
日
本
武
道
館
常
任
理
事
・
事
務

局
長
（
日
本
古
武
道
協
会
常
任
理
事
）
の

５
名
で
、
鹿
島
神
宮
提
供
の
鏡
樽
を
打
ち

割
っ
た
。
そ
の
ま
ま
三
藤
常
任
理
事
・
事

務
局
長
の
発
声
で
乾
杯
が
行
わ
れ
た
。

　

最
後
は
吉
野
喜
信
日
本
武
道
館
振
興
部

長
が
中
締
め
の
挨
拶
と
大
会
の
成
功
を
願

う
万
歳
三
唱
を
行
い
、
閉
会
と
な
っ
た
。

日
本
古
武
道
交
流
演
武
大
会
の
開
催
に
先
立
ち

術
技
交
流
研
修
会
・
懇
親
会
を
開
催

懇親会

ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ
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日本武道館発行の単行本

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（ B５判・上製・DVD 付・336 頁 ）

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

武道における
　　　身体と心

前林 清和 著
神戸学院大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）
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Ұつの見ࣄな体ܥとなってݱ代に伝͑られている。

（ ̗５判・上製・箱入・462 頁 ）
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��
月
５
日
か
ら
��
日
に
か
け
て
、
中
華

人
民
共
和
国
・
重
慶
市
剣
道
代
表
団
６
名

が
来
日
し
、
日
本
武
道
館
と
国
際
武
道
大

学
で
日
本
剣
道
の
技
と
心
を
学
ん
だ
。

　

日
本
武
道
館
は
国
際
武
道
大
学
の
協
力

を
得
て
、
来
日
を
歓
迎
。
一
行
は
、
千
葉

県
勝
浦
市
の
国
際
武
道
大
学
と
日
本
武
道

館
研
修
セ
ン
タ
ー
で
国
際
武
道
大
学
剣
道

部
長
・
日
本
武
道
館
武
道
学
園
（
勝
浦
分

園
）
講
師
の
井
島
章
教
士
八
段
に
、
東
京

で
は
日
本
武
道
館
小
道
場
で
日
本
武
道
館

武
道
学
園
講
師
の
佐
藤
成
明
範
士
八
段
に

指
導
稽
古
を
受
け
て
剣
道
の
理
解
を
深
め

た
。

　

10
月
５
日
、
重
慶
を
発
っ
た
団
員
は
６

日
の
深
夜
０
時
1�
分
、
千
葉
県
勝
浦
市
の

日
本
武
道
館
研
修
セ
ン
タ
ー
に
到
着
。
日

本
武
道
館
片
岡
正
徳
振
興
部
副
参
事
兼
普

及
課
長
が
握
手
を
求
め
、
団
の
代
表
者
で

あ
る
許
震
宇
さ
ん
（
重
慶
剣
道
セ
ン
タ
ー

長
）
が
こ
れ
に
応
じ
た
。
片
岡
振
興
部
副

参
事
兼
普
及
課
長
が
「
よ
う
こ
そ
研
修
セ

ン
タ
ー
へ
」
と
歓
迎
の
言
葉
を
か
け
る

と
、
代
表
団
一
行
（
男
性
４
名
、
女
性
２

名
、
計
６
名
）
か
ら
遠
路
の
疲
れ
が
吹
き

飛
ん
だ
か
の
よ
う
な
笑
顔
が
溢あ
ふ

れ
た
。

　

10
月
６
日
午
前
10
時
よ
り
、
国
際
武
道

大
学
２
号
館
に
お
い
て
、
井
島
章
国
際
武

道
大
学
教
授
・
剣
道
部
長
、
田
中
守
同
教

授
・
剣
道
部
師
範
の
指
導
の
も
と
、
同
大

学
剣
道
部
の
１
年
生
～
４
年
生
の
男
女
約

1�0
名
の
協
力
を
得
て
、
合
同
稽
古
が
実
施

さ
れ
た
。

　

は
じ
め
に
井
島
講
師
よ
り
「
普
段
の
稽

古
ス
タ
イ
ル
を
変
え
て
、
今
日
は
行
い
ま

す
。
３
・
４
年
生
が
元
立
ち
、
１
・
２
年

生
と
重
慶
の
み
な
さ
ん
が
切
り
返
し
を
行

い
ま
す
。
終
わ
り
の
合
図
が
あ
る
ま
で
続

け
ま
し
ょ
う
」
と
説
明
が
あ
っ
た
。

　

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
剣
道
を
始
め
た

�0
代
～
�0
代
で
構
成
さ
れ
て
い
る
重
慶
の

代
表
団
は
、
普
段
毎
日
の
よ
う
に
激
し
い

稽
古
を
積
ん
で
い
る
20
代
の
学
生
の
練
習

に
つ
い
て
い
け
ず
に
呼
吸
が
乱
れ
、
動
き

が
鈍
く
な
っ
て
き
た
。
学
生
た
ち
が
「
フ

ァ
イ
ト
！
」
と
声
を
か
け
て
団
員
を
励
ま

す
も
の
の
、
長
旅
の
疲
れ
と
睡
眠
不
足
も

重
な
っ
て
、
男
性
４
名
は
息
が
上
が
っ
た

が
、
女
性
剣
道
家
の
何
川
さ
ん
だ
け
は
キ

ビ
キ
ビ
と
稽
古
を
続
け
た
。

▽
許
震
宇
さ
ん
（
�2
）「
す
ご
く
ハ
ー
ド

な
稽
古
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
稽
古
に

日本剣道の技と心を学ぶ
中国・重慶市から剣道指導者６名が来日

2018 年中華人民共和国・重慶市剣道代表団 訪日剣道研修

国
際
武
道
大
学
・
日
本
武
道
館
研

修
セ
ン
タ
ー（
��
月
６
日
・
７
日
）
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つ
い
て
い
け
ず
に
残
念
で
す
。
し
か
し
、

す
ご
く
心
が
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま
す
。
寝

不
足
の
た
め
、
体
が
思
う
よ
う
に
動
き
ま

せ
ん
で
し
た
」

▽
何
川
さ
ん
（
��
）「
は
じ
め
て
の
日
本

で
の
稽
古
で
し
た
。
感
動
で
す
。
中
国
に

帰
っ
た
ら
ま
た
稽
古
が
し
た
い
で
す
」

▽
許
寧
さ
ん
（
�2
）（
途
中
か
ら
稽
古
を

再
開
し
、
井
島
講
師
に
指
導
を
受
け
た
）

「
井
島
先
生
は
と
っ
て
も
強
か
っ
た
で

す
。
打
た
れ
て
は
ま
た
打
た
れ
、
打
っ
て

も
打
た
れ
ま
し
た
（
笑
）」

◇

　

1�
時
よ
り
場
所
を
１
号
館
５
階
大
会
議

室
に
移
し
て
、
国
際
武
道
大
学
主
催
に
よ

り
、「
中
国
重
慶
市
剣
道
研
修
団　

熱
烈

歓
迎
懇
談
会
」
が
開
か
れ
た
。
会
に
は
、

代
表
団
６
名
、
国
際
武
道
大
学
よ
り
松
井

完
太
郎
体
育
学
部
長
、
石
井
兼
輔
教
授
兼

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
長
・
別
科
長
、
井
島

章
教
授
・
剣
道
部
長
、
野
村
一
也
学
長
室

長
兼
国
際
室
長
、
日
本
武
道
館
よ
り
片
岡

正
徳
振
興
部
副
参
事
兼
普
及
課
長
、
端
春

彦
研
修
セ
ン
タ
ー
室
長
が
出
席
し
た
。

　

は
じ
め
に
松
井
完
太
郎
体
育
学
部
長
よ

り
歓
迎
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

「
国
と
国
の
関
係
は
様
々
に
変
化
い
た
し

ま
す
。
し
か
し
、
一
度
剣
を
交
え
た
者
同

士
な
ら
ば
、
本
当
の
友
人
に
な
れ
る
と
信

じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
は
あ
り

ま
す
が
、
同
じ
武
道
を
志
す
者
同
士
で
真

の
友
達
に
な
れ
た
ら
す
ば
ら
し
い
関
係
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
短
い
時
間
で
す
が

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」

　

髙
見
令
英
学
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読
み

上
げ
ら
れ
た
。

「
中
国
重
慶
市
剣
道
愛
好
会
の
み
な
さ
ま

と
こ
れ
か
ら
友
好
関
係
を
深
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
研
修
が
実
り
あ

る
も
の
に
な
り
ま
す
よ
う
に
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
」

　

続
い
て
許
震
宇
代
表
よ
り
代
表
団
挨
拶

が
な
さ
れ
た
。

「
今
回
は
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
を
い

た
だ
き
、
国
際
武
道
大
学
お
よ
び
日
本
武

道
館
の
み
な
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
午
前
中
に
学
生
さ
ん
の
稽
古
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
み
な
さ
ん
が

情
熱
を
も
っ
て
剣
道
を
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
窺う
か
がえ
ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し

て
国
際
武
道
大
学
と
長
く
交
流
が
で
き
た

ら
と
思
い
ま
す
」

　

記
念
品
贈
呈
の
後
、
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
が
行
わ
れ
、
中
国
に
お
け
る
剣
道
の

現
状
な
ど
の
意
見
交
換
を
し
た
り
、
松

井
、
石
井
、
井
島
氏
よ
り
武
道
に
関
す
る

片岡振興部副参事と握手を交わす許震宇団長（右）
国際武道大学での合同稽古＝約 150 名の学生とともに稽古。
　　　　　　　　　　　　　左端は何川さん

井島講師の指導を受ける許寧さん（右）歓迎懇談会＝松井完太郎体育学部長（右）と許団長
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様
々
な
知
見
が
時
に
冗
談
を
交
え
な
が
ら

わ
か
り
や
す
く
丁
寧
に
説
明
さ
れ
た
。

　

1�
時
よ
り
研
修
セ
ン
タ
ー
大
道
場
に
お

い
て
、井
島
章
日
本
武
道
館
武
道
学
園（
勝

浦
分
園
）
講
師
の
も
と
、
国
際
武
道
大
学

剣
道
部
11
名
の
協
力
を
得
て
指
導
稽
古
が

実
施
さ
れ
た
。

　

井
島
講
師
よ
り
「
剣
道
は
生
涯
で
き
る

武
道
で
す
。
私
は
�1
歳
で
す
が
学
生
た
ち

と
稽
古
を
し
て
い
ま
す
。
�0
ｍ
走
っ
た
ら

学
生
に
負
け
ま
す
が
、
竹
刀
を
握
れ
ば
学

生
に
は
負
け
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
剣
道
の
い

い
と
こ
ろ
で
す
。
ぜ
ひ
今
後
も
剣
道
を
続

け
て
く
だ
さ
い
」
と
剣
道
の
特
徴
に
つ
い

て
触
れ
、
指
導
が
開
始
さ
れ
た
。

　

指
導
で
は
「
剣
道
の
有
効
打
突
は
当
た

れ
ば
い
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
打
っ
た
後
も
美
し
く
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
」と
強
調
し
て
、竹
刀
の
持
ち
方
、

足
の
使
い
方
な
ど
を
丁
寧
に
説
明
。
学
生

た
ち
と
と
も
に
切
り
返
し
と
面
打
ち
、
最

後
に
互
角
稽
古
が
行
わ
れ
た
。

▽
井
島
章
国
際
武
道
大
学
教
授
兼
剣
道
部

長
、
日
本
武
道
館
武
道
学
園
（
勝
浦
分

園
）
講
師

「
午
前
中
は
体
が
硬
か
っ
た
で
す
が
、
午

後
に
な
る
と
み
ん
な
動
い
て
い
ま
し
た
。

た
だ
し
、
レ
ベ
ル
は
ま
だ
ま
だ
で
す
。
一

生
懸
命
な
姿
勢
と
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
を
学

ぼ
う
と
す
る
意
欲
は
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

中
国
の
子
ど
も
た
ち
の
剣
道
の
レ
ベ
ル
を

向
上
さ
せ
る
た
め
に
も
、
今
回
の
来
日
が

中
国
に
お
け
る
剣
道
指
導
者
の
底
辺
の
拡

大
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

　

勝
浦
で
は
７
日
も
引
き
続
き
井
島
講
師

に
よ
る
基
本
を
中
心
と
し
た
指
導
が
国
際

武
道
大
学
と
日
本
武
道
館
研
修
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
た
。

　

９
日
1�
時
よ
り
、
場
所
を
東
京
・
日
本

武
道
館
第
２
小
道
場
に
移
し
て
、
日
本
武

道
館
の
武
道
学
園
講
師
で
あ
る
佐
藤
成
明

範
士
八
段
の
指
導
が
行
わ
れ
た
。

　

は
じ
め
に
、
佐
藤
講
師
よ
り
「
剣
道
は

基
礎
・
基
本
が
大
切
で
す
。
少
し
前
に
福

井
県
で
国
体
が
あ
り
ま
し
た
。
県
内
で
の

開
催
と
い
う
こ
と
で
、
福
井
で
は
５
年
前

か
ら
強
化
練
習
を
重
ね
て
来
ま
し
た
。
そ

こ
で
の
稽
古
は
姿
勢
、
構
え
、
素
振
り
の

基
本
練
習
を
中
心
と
し
て
行
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
国
体
で
福
井
は
優
勝
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ち
な
み
に
コ
ー

チ
は
私
で
す
（
笑
）」
と
基
本
の
大
切
さ

を
強
調
。
続
け
て
行
わ
れ
た
指
導
も
基
本

を
中
心
と
し
た
も
の
と
な
っ
た
。

研修センターでの指導稽古竹刀の操作法について説明する井島講師（右奥）

最後は全員で黙想 井島講師による模範

日
本
武
道
館
（
��
月
９
日
・
��
日
）
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佐
藤
講
師
は
「
剣
道
の
基
本
と
は
？
」

と
団
員
に
投
げ
掛
け
る
。
戸
惑
う
団
員
た

ち
に
「
一
つ
は
刃
筋
を
正
す
こ
と
。
そ
れ

に
は
素
振
り
が
重
要
で
す
。
ま
っ
す
ぐ
上

げ
て
、
真
っ
直
ぐ
下
ろ
し
ま
し
ょ
う
。
も

う
一
つ
は
姿
勢
で
す
」
と
続
け
て
答
え
を

出
し
た
。
次
に
竹
刀
の
握
り
方
や
面
、
小

手
、
胴
の
基
本
操
作
を
指
導
。「
竹
刀
は

大
き
く
動
か
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
大
き

い
動
作
が
で
き
れ
ば
必
ず
小
さ
い
動
作
は

こ
な
せ
ま
す
」
と
理
路
整
然
と
操
作
方
法

を
説
明
。
一
方
で
、
団
員
に
基
本
動
作
を

行
わ
せ
、
正
し
い
動
き
が
な
さ
れ
て
い
る

か
鋭
く
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
っ
た
。
そ
の
都

度
、
修
正
を
加
え
て
い
く
佐
藤
講
師
。

　

終
盤
で
は
佐
藤
講
師
も
面
を
着
け
て
、

５
分
間
で
相
手
を
替
え
て
い
く
地
稽
古
が

行
わ
れ
た
。
団
員
が
息
を
切
ら
す
中
、
80

歳
の
佐
藤
講
師
は
休
ま
ず
に
呼
吸
も
乱
さ

ず
、
テ
ン
ポ
よ
く
掛
け
声
を
か
け
て
い
っ

た
。
団
員
た
ち
も
必
死
に
食
ら
い
付
き
最

後
ま
で
力
を
振
り
絞
っ
て
い
た
。

「
剣け
ん

先せ
ん

を
中
心
か
ら
外
さ
な
い
こ
と
が
大

切
で
す
。
逆
に
言
え
ば
相
手
の
剣
先
を
外

す
と
一
本
を
決
め
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
を
意

識
す
る
と
剣
道
が
ま
す
ま
す
面
白
く
な
り

ま
す
」
と
佐
藤
講
師
が
ま
と
め
て
、
稽
古

は
終
了
し
た
。

▽
佐
藤
成
明
日
本
武
道
館
武
道
学
園
講
師

「
皆
さ
ん
か
な
り
出
来
て
い
ま
す
ね
。
基

本
的
な
こ
と
は
抑
え
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
む
こ
う
で
大
分
、
稽
古
さ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
井
島
先
生
の

指
導
も
効
い
て
ま
す
か
ね
（
笑
）。
何
川

さ
ん
に
は
数
年
前
に
北
京
で
指
導
し
ま
し

た
が
、
上う

手ま

く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
ス
ピ
ー
ド
な
ど
未
熟
な
面
も
あ
り
ま

す
が
一
生
懸
命
に
そ
し
て
正
し
く

0

0

0

や
ろ
う

と
い
う
意
志
は
感
じ
ま
し
た
。
北
京
で
も

今
日
と
同
じ
よ
う
な
指
導
を
し
て
き
ま
し

た
が
、
指
導
し
て
き
た
こ
と
を
し
っ
か
り

守
っ
て
い
ま
す
。
団
を
組
ん
で
来
る
だ
け

の
こ
と
は
あ
り
ま
す
ね
」

▽
謝
家
寧
さ
ん
（
��
）「
色
々
と
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
剣
道
の
一
つ
一
つ
の
動
作

に
つ
い
て
見
直
し
が
出
来
ま
し
た
。
佐
藤

先
生
は
ユ
ー
モ
ア
に
溢
れ
て
い
て
、
稽
古

で
は
細
か
く
分
か
り
易
い
指
導
を
し
て
頂

き
ま
し
た
」

◇

　

同
日
18
時
よ
り
、
な
ぎ
な
た
と
杖
道
の

体
験
武
道
が
行
わ
れ
た
。

　

な
ぎ
な
た
で
は
吉
井
美
惠
子
武
道
学
園

講
師
が
指
導
に
あ
た
っ
た
。
は
じ
め
に
団

員
は
、
な
ぎ
な
た
の
演
技
と
試
合
を
見

学
。
防
具
を
着
け
た
指
導
で
は
「
な
ぎ
な

日本武道館での指導稽古＝佐藤講師（右）

終盤は地稽古が行われた。右は謝さん団員の動作をチェックする佐藤講師
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た
に
は
剣
道
に
は
無
い
ス
ネ
が
あ
り
ま

す
」
と
吉
井
講
師
が
説
明
。

　

な
ぎ
な
た
の
体
験
で
は
、
吉
井
講
師
が

な
ぎ
な
た
を
左
右
反
対
に
持
ち
替
え
る
と

団
員
た
ち
か
ら
驚
き
の
声
が
上
が
る
。「
な

ぎ
な
た
は
左
右
で
持
ち
替
え
て
行
い
ま

す
」
と
吉
井
講
師
は
説
明
す
る
と
、
剣
道

に
は
無
い
な
ぎ
な
た
の
操
作
方
法
に
団
員

た
ち
は
興
味
を
示
し
て
い
た
。
い
ざ
、
な

ぎ
な
た
の
素
振
り
と
な
る
と
長
い
な
ぎ
な

た
の
操
作
に
不
慣
れ
な
団
員
た
ち
は
道
場

の
壁
に
な
ぎ
な
た
を
当
て
て
し
ま
う
場
面

も
見
ら
れ
る
。「
ム
ズ
カ
シ
イ
！
」
と
団

員
た
ち
。「
で
き
な
く
て
も
い
い
か
ら
ね
。

や
り
ま
し
ょ
う
」
と
そ
れ
を
笑
顔
で
躱か
わ

す

吉
井
講
師
で
あ
っ
た
。

　

最
後
は
全
日
本
な
ぎ
な
た
の
形
１
本
目

～
５
本
目
を
行
っ
て
終
了
し
た
。

　

吉
井
講
師
は
「
最
初
は
皆
さ
ん
戸
惑
っ

て
い
ま
し
た
が
、
剣
道
を
稽
古
し
て
い
ま

す
の
で
や
は
り
お
上
手
で
す
ね
。
手
の
内

が
分
か
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
持
ち
替

え
は
な
ぎ
な
た
特
有
の
動
き
な
の
で
そ
こ

は
戸
惑
っ
て
い
ま
し
た
ね
」
と
稽
古
を
振

り
返
っ
た
。

▽
徐
欣
さ
ん
（
�1
）「
な
ぎ
な
た
は
古
流

の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
と
て
も
か
っ
こ
い

い
で
す
。
左
右
で
や
る
の
が
剣
道
と
違
っ

て
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
」

　

続
い
て
、
藤
﨑
興
朗
武
道
学
園
講
師
の

も
と
、
杖
道
の
体
験
が
行
わ
れ
た
。

「
太た

刀ち

と
杖
で
形
を
行
う
の
が
杖
道
で

す
」
と
藤
﨑
講
師
は
説
明
。
約
�0
分
の
見

学
の
後
、
体
験
に
移
っ
た
。

　

体
験
で
は
、
団
員
た
ち
は
、
藤
﨑
講
師

の
動
作
を
見
習
い
つ
つ
こ
な
し
て
い
く
。

「
み
ん
な
い
い
！　

初
日
で
こ
こ
ま
で
は

な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
よ
」
と
藤
﨑
講
師

は
団
員
た
ち
を
絶
賛
す
る
。

　

体
験
の
最
後
に
は
、「
杖
道
は
形
稽
古

の
み
で
す
。
互
い
の
技
術
が
高
ま
る
と
、

面
白
い
こ
と
に
形
で
あ
っ
て
形
で
な
い

0

0

0

0

技

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
杖
と

太
刀
の
長
さ
が
違
う
と
こ
ろ
も
魅
力
の
一

つ
で
す
」
と
藤
﨑
講
師
は
杖
道
の
魅
力
を

語
っ
た
。

　

稽
古
後
も
、
団
員
た
ち
は
杖
道
の
成
立

ち
、
稽
古
法
な
ど
様
々
な
質
問
を
藤
﨑
講

師
に
投
げ
掛
け
て
い
た
。

◇

　

10
日
、
午
前
は
前
日
に
続
い
て
佐
藤
講

師
に
よ
る
指
導
。
正
午
よ
り
場
所
を
日
本

武
道
館
大
会
議
室
に
移
し
て
、
日
本
武
道

館
の
臼
井
日
出
男
理
事
長
、
三
藤
芳
生
常

任
理
事
・
事
務
局
長
、
佐
藤
成
明
武
道
学

園
講
師
と
の
懇
親
昼
食
会
が
開
か
れ
た
。

なぎなた体験会＝なぎなたについて説明する吉井講師（左）なぎなた体験会＝１列目右端が徐欣さん

杖道体験会＝藤﨑講師（右）のもとで実施された 杖道体験会
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出
席
者
は
他
に
日
本
武
道
館
よ
り
吉
野
喜

信
振
興
部
長
、
片
岡
正
徳
振
興
部
副
参
事

兼
普
及
課
長
、
清
宮
正
喜
普
及
課
主
事
。

　

は
じ
め
に
臼
井
日
出
男
理
事
長
よ
り
挨

拶
が
述
べ
ら
れ
た
。

「
よ
う
こ
そ
日
本
武
道
館
へ
。
ご
来
日
い

た
だ
い
た
重
慶
の
皆
様
か
ら
真し
ん

摯し

に
剣
道

を
学
ぼ
う
と
い
う
意
志
が
強
く
感
じ
ら
れ

ま
す
。
日
本
武
道
館
は
現
代
武
道
９
種
目

と
古
武
道
�0
数
流
派
の
振
興
普
及
に
努
め

て
お
り
ま
す
。
海
外
に
日
本
武
道
代
表
団

を
派
遣
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
の
よ
う

に
海
外
の
武
道
団
を
受
け
入
れ
る
の
は
近

年
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
の
受

け
入
れ
を
歓
迎
す
る
と
と
も
に
剣
道
を
学

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

次
に
佐
藤
成
明
武
道
学
園
講
師
よ
り
挨

拶
が
あ
っ
た
。

「
皆
さ
ん
と
は
２
日
間
と
い
う
短
い
間
で

し
た
が
、
お
手
合
わ
せ
で
き
た
こ
と
を
大

変
嬉
し
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
短
期
間
で

は
あ
り
ま
す
が
今
回
経
験
し
た
こ
と
は
皆

さ
ん
が
稽
古
す
る
時
、
指
導
す
る
時
に
手

助
け
と
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
今
日
の
稽

古
で
出
た
と
思
い
ま
す
が
い
い
技
が
出
た

時
は
運
動
と
し
て
美
し
い

0

0

0

で
し
ょ
？　

た

だ
の
腕
力
で
は
な
い
運
動
文
化
と
し
て
の

剣
道
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
」

　

続
い
て
重
慶
市
剣
道
代
表
団
団
長
の
許

震
宇
・
重
慶
剣
道
セ
ン
タ
ー
長
よ
り
謝
辞

が
述
べ
ら
れ
た
。

「
今
回
の
来
日
に
つ
き
ま
し
て
、
日
本
武

道
館
の
皆
様
に
多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
中
国
で
は
剣
道
の

歴
史
が
ま
だ
浅
く
、
競
技
人
口
が
少
な
い

の
が
現
状
で
す
。
今
回
ご
指
導
い
た
だ
い

た
正
し
い
剣
道
を
中
国
で
も
広
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

記
念
品
贈
呈
の
後
、
昼
食
会
が
行
わ

れ
、
様
々
な
話
題
に
花
が
咲
く
。
特
に
団

員
た
ち
は
国
際
武
道
大
学
と
の
繋
が
り
が

で
き
た
こ
と
を
喜
び
、
日
本
武
道
館
に
感

謝
を
述
べ
た
。
日
本
武
道
館
の
三
藤
芳
生

常
任
理
事
・
事
務
局
長
は
「
今
後
、
要
請

が
あ
り
ま
し
た
ら
そ
れ
に
応
え
た
い
」
と

伝
え
た
。

　

会
で
は
佐
藤
講
師
へ
剣
道
に
関
す
る

様
々
な
質
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
、
佐
藤
講

師
は
そ
れ
に
丁
寧
に
答
え
て
い
く
。「
基

本
は
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
だ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
最
初
の
心
構
え
が
間
違
っ
て

い
ま
し
た
」
と
何
川
さ
ん
。
そ
れ
に
対
し

許
さ
ん
は
「
今
後
は
基
礎
・
基
本
を
大
切

に
し
て
中
国
で
指
導
し
て
き
ま
す
」
と
応

対
。
続
け
て
佐
藤
講
師
よ
り
「
試
合
は
い

か
に
基
本
を
応
用
す
る
か
だ
が
、
も
う
一

つ
剣
道
・
武
道
の
精
神
性
も
触
れ
て
も
ら

い
た
い
」
と
繫
げ
た
。
最
後
に
三
藤
常
任

理
事
・
事
務
局
長
よ
り
武
道
の
歴
史
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
り
「
重
慶
の
皆
さ
ん
に

は
人
間
性
を
高
め
る
剣
道
の
教
育
集
団
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」と
伝
え
た
。

　

閉
会
の
挨
拶
と
し
て
三
藤
芳
生
常
任
理

事
・
事
務
局
長
が
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
佐
藤
先
生
、
井
島
先
生
の
剣
道
に
対
す

る
姿
勢
・
態
度
を
し
っ
か
り
皆
さ
ん
は
学

べ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
質
問

を
聞
き
ま
し
て
、
正
し
い
も
の
を
学
ん
で

こ
ら
れ
た
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
今

後
、
中
国
・
重
慶
の
剣
道
が
立
派
に
発
展

し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
」

◇

　

同
日
18
時
�0
分
よ
り
、
最
終
行
事
と
な

る
日
本
武
道
館
武
道
学
園
と
の
合
同
稽
古

が
行
わ
れ
た
。

　

団
員
た
ち
は
佐
藤
講
師
、
井
島
講
師
の

指
導
を
思
い
起
こ
し
つ
つ
、
学
園
講
師
に

よ
る
指
導
の
も
と
で
、
学
園
生
徒
と
と
も

に
基
本
稽
古
、
地
稽
古
を
こ
な
し
た
。

　

最
後
に
許
震
宇
団
長
に
「
全
日
程
で
印

象
に
残
っ
た
こ
と
は
？
」と
尋
ね
る
と「
や

は
り
、
基
礎
・
基
本
を
大
切
に
す
る
こ
と

で
す
」
と
笑
顔
で
返
答
が
あ
っ
た
。

臼井日出男
日本武道館理事長

佐藤成明 日本武道
館武道学園講師

許震宇 重慶市剣道
代表団団長

三藤芳生 日本武道館
常任理事・事務局長懇親昼食会＝臼井理事長と許団長武道学園での合同稽古
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知
的
障
が
い
者
に
よ
る
柔
道
の
普
及

発
展
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
互
い
に

尊
重
し
支
え
あ
う
社
会
づ
く
り
を
目
指

し
、
更
な
る
目
標
を
得
る
機
会
と
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
第
１
回
全
日
本
Ｉ
Ｄ

（
知
的
障
が
い
者
）
柔
道
選
手
権
大
会
が

開
催
さ
れ
た
。

　

今
大
会
は
９
月
��
日
、
東
京
・
八
王
子

市
の
日
本
文
化
大
學
・
立り
っ

志し

舘か
ん

に
お
い
て

関
係
者
を
含
め
約
���
名
が
集
ま
り
、
知
的

障
が
い
者
を
対
象
に
初
の
全
国
柔
道
大
会�

と
し
て
開
か
れ
た
も
の
で
あ
る
（
主
催
＝

全
日
本
柔
道
連
盟
、
後
援
＝
全
日
本
知
的�

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
・
ス
ペ
シ
ャ
ル

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
日
本〔
以
下
、Ｓ
Ｏ
Ｎ
〕�

・
日
本
文
化
大
學
）。

　

な
お
、
前
日
の
��
日
に
は
選
手
以
外
の

関
係
者
も
参
加
し
、
交
流
練
習
会
が
実
施

さ
れ
た
。

■
交
流
練
習
会
（
９
月
��
日
）

●
計
量
・
ク
ラ
ス
分
け

　

午
前
11
時
過
ぎ
に
選
手
と
関
係
者
が
日

本
文
化
大
學
柔
道
場
「
立
志
舘
」
に
続
々

と
集
合
し
、
正
午
よ
り
選
手
計
量
、
交
流

練
習
会
の
ク
ラ
ス
分
け
が
行
わ
れ
た
。

　

集
ま
っ
た
選
手
に
練
習
会
の
前
に
柔
道

を
始
め
た
き
っ
か
け
に
つ
い
て
話
を
聞
く

知的障がい者柔道の　　普及発展を目指して
第１回全日本ＩＤ（知的障がい者）柔道　　　　　選手権大会
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こ
と
が
で
き
た
。「
親
や
先
生
か
ら
勧
め

ら
れ
て
」
が
多
か
っ
た
が
、
中
に
は
「
中

学
校
の
柔
道
授
業
を
体
験
し
て
興
味
を
持

っ
た
か
ら
」、「
護
身
術
と
し
て
役
立
つ
と

思
っ
た
か
ら
」、「
中
学
・
高
校
で
レ
ス
リ

ン
グ
を
や
っ
て
い
た
の
で
」、「
心
を
強
く

す
る
た
め
」
な
ど
。

●
交
流
練
習
会

　

午
後
１
時
か
ら
行
わ
れ
た
「
交
流
練
習

会
」
に
は
、
ロ
ン
ド
ン
五
輪
男
子
�0
㎏
級

銀
メ
ダ
リ
ス
ト
の
平ひ
ら

岡お
か

拓ひ
ろ

晃あ
き

氏
や
柔
道
芸

人
の
あ
い
す
け
氏
を
は
じ
め
、
年
齢
制
限

な
ど
で
試
合
参
加
資
格
の
な
い
選
手
や
日

本
文
化
大
學
柔
道
部
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学

生
を
含
め
て
約
�0
名
が
参
加
し
た
。

　

準
備
運
動
に
続
き
、
基
本
的
な
動
き
が

ど
こ
ま
で
出
来
る
か
を
確
認
す
る
た
め
、

寝
技
、
立
技
の
補
助
運
動
が
行
わ
れ
た
。

知
的
障
が
い
の
選
手
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学

生
が
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
ク
ラ
ス

分
け
の
た
め
の
情
報
収
集
を
目
的
と
し
て

ゲ
ー
ム
感
覚
で
楽
し
め
る
数
種
類
の
補
助

運
動
が
実
施
さ
れ
た
。

▽
補
助
運
動
①　

攻
守
の
役
割
を
分
担

し
、
守
る
方
が
う
つ
伏
せ
状
態
で
腹
の
下

に
マ
ー
カ
ー
や
ボ
ー
ル
を
隠
す
。
攻
め
が

相
手
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
そ
れ
を
奪
う
と

い
う
も
の
。
寝
技
の
攻
防
レ
ベ
ル
を
確
認

知的障がい者柔道の　　普及発展を目指して
第１回全日本ＩＤ（知的障がい者）柔道　　　　　選手権大会
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す
る
た
め
に
実
施
さ
れ
た
。

▽
補
助
運
動
②　

３
人
組
で
行
う
。
２
人

は
通
常
に
組
み
合
い
、
一
方
の
帯
に
し
っ

ぽ
の
よ
う
に
、
も
う
一
本
帯
を
付
け
る
。

残
っ
た
１
人
が
そ
の
し
っ
ぽ
を
摑つ
か

む
と
い

う
も
の
。
組
ん
だ
状
態
で
ど
れ
だ
け
相
手

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
か
、
ま
た
し
っ

ぽ
を
摑
む
上
で
ど
れ
だ
け
俊
敏
に
動
け
る

か
を
確
認
す
る
目
的
で
実
施
さ
れ
た
。

　

交
流
練
習
会
は
音
楽
を
流
し
な
が
ら
行

わ
れ
、
参
加
者
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
で
汗
を
流
し
た
。

●
ク
ラ
ス
分
け
最
終
確
認

　

続
い
て
、
あ
る
程
度
の
動
き
が
確
認
で

き
た
段
階
で
グ
ル
ー
プ
分
け
を
行
っ
た
。

大
会
運
営
委
員
は
翌
日
の
試
合
に
向
け
、

ク
ラ
ス
分
け
の
最
終
確
認
の
た
め
、
寝

技
、
立
技
の
乱
取
を
実
施
し
た
。

●
監
督
会
議
と
組
合
せ
決
定

　

交
流
練
習
会
終
了
後
は
、
監
督
会
議
が

開
か
れ
た
。
競
技
方
法
の
確
認
で
は
、
国

際
柔
道
連
盟
試
合
審
判
規
則
の
ほ
か
、
障

害
者
柔
道
試
合
審
判
規
則
及
び
本
大
会
の

申
し
合
わ
せ
事
項
を
入
念
に
確
認
し
た
。

さ
ら
に
申
し
合
わ
せ
事
項
に
つ
い
て
は
、

大
会
運
営
委
員
と
監
督
と
が
意
見
を
出
し

合
い
、
安
全
を
第
一
に
考
慮
し
、
細
部
に

わ
た
る
確
認
作
業
が
行
わ
れ
た
。

　

次
の
よ
う
な
内
容
が
、
申
し
合
わ
せ
事

項
に
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

①
選
手
が
反
則
行
為
を
行
っ
た
場
合
、
ま

ず
は
口
頭
注
意
を
す
る
。
口
頭
注
意
を

受
け
た
選
手
が
同
じ
反
則
行
為
を
行
っ

た
場
合
に
は
、
指
導
を
与
え
る
。

②
投
技
を
施
し
た
際
、
技
を
か
け
た
選
手

が
相
手
に
体
を
預
け
た
ま
ま
投
げ
た
場

合
は
、
ポ
イ
ン
ト
を
与
え
な
い
。
投
げ

切
っ
た
後
、
体
が
乗
っ
か
っ
て
し
ま
っ

た
場
合
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。

③
寝
技
に
お
け
る
頸
部
へ
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
特
に
袈
裟
固
な
ど
は
頭
部

を
抱
え
込
む
こ
と
を
禁
止
と
す
る
。
頭

部
を
抱
え
込
ん
で
い
た
場
合
は
、
抑
込

と
は
認
め
ず
、
審
判
員
が
そ
の
選
手

の
手
を
振
り
解
い
て
か
ら
抑
込
を
宣
告

し
、
時
間
の
計
測
を
始
め
る
。

　

監
督
会
議
で
の
申
し
合
わ
せ
事
項
の
確

認
を
済
ま
せ
、
ク
ラ
ス
分
け
を
行
っ
た

後
、
主
催
者
が
組
合
せ
を
決
定
し
た
。

●
情
報
交
換
会

　

そ
の
後
は
、
大
学
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
・

さ
く
ら
館
に
会
場
を
移
し
、
情
報
交
換
会

が
開
催
さ
れ
た
。
知
的
障
が
い
者
へ
の
指

導
法
な
ど
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、

集
ま
っ
た
指
導
者
は
、
有
意
義
な
時
間
を

過
ご
し
た
。

乱取を通じて交流を深める
平岡拓晃氏 選手たちは楽しみながら補助運動で汗を流した

多くの参加者が集まった交流練習会

監督会議で申し合わせ事項の
最終確認を行った
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■
試
合
（
９
月
��
日
）

●
開
会
式

　

交
流
練
習
会
に
も
参
加
し
た
、
あ
い
す

け
氏
の
司
会
で
大
会
が
始
ま
っ
た
。

　

ま
ず
、
開
会
に
先
立
ち
、
今
夏
の
自
然

災
害
の
犠
牲
者
へ
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た
。

　

は
じ
め
に
中な
か

里ざ
と

壮そ
う

也や

全
日
本
柔
道
連
盟

専
務
理
事
が
開
会
宣
言
、
続
い
て
山や
ま

下し
た

泰や
す

裕ひ
ろ

全
日
本
柔
道
連
盟
会
長
が
ビ
デ
オ
レ
タ

ー
で
主
催
者
挨
拶
を
行
っ
た
。

「
本
日
、
日
本
で
初
め
て
開
催
さ
れ
る
第

１
回
全
日
本
知
的
障
が
い
者
柔
道
選
手
権

大
会
が
こ
の
よ
う
に
盛
大
に
、
ま
た
多
く

の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
開
催
さ
れ
ま
す
こ

と
は
大
変
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。
全
日
本

柔
道
連
盟
で
は
、
本
年
１
月
よ
り
教
育
普

及
・
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
委
員
会
を
発
足
し
、
そ
の

中
に
知
的
障
が
い
者
柔
道
振
興
部
会
を
設

立
い
た
し
ま
し
た
。
障
が
い
を
越
え
、
柔

道
に
親
し
む
多
く
の
皆
様
に
柔
道
の
楽
し

さ
や
魅
力
を
よ
り
一
層
感
じ
、
柔
道
を
通

じ
て
交
流
の
和
を
広
げ
て
い
た
だ
き
た
く

存
じ
ま
す
。

　

柔
道
は
若
者
や
競
技
者
だ
け
の
も
の
で

は
な
く
、
男
女
問
わ
ず
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
、
さ
ら
に
は
障
が
い
の
あ
る
方

が
親
し
め
る
の
が
本
来
の
柔
道
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

海
外
の
知
的
障
が
い
者
の
柔
道
普
及
は

日
本
よ
り
進
ん
で
お
り
ま
す
。
今
後
は
日

本
で
の
障
が
い
者
柔
道
の
普
及
は
も
ち
ろ

ん
、
外
国
と
の
柔
道
を
通
じ
た
交
流
を
実

現
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
大
会
は
柔
道
を
通
じ
て
友
達
を
作

り
、
お
互
い
を
理
解
し
尊
重
し
合
い
、
新

た
な
柔
道
の
和
を
つ
く
る
大
会
で
す
。
み

な
さ
ん
、
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
『
柔
道�GPS�"

MM

』
を
合
言
葉

に
本
大
会
が
成
功
裏
に
終
了
い
た
し
ま
す

こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
」

　

そ
の
後
、
来
賓
紹
介
で
は
関せ
き

根ね
し

忍の
ぶ

東
京

都
柔
道
連
盟
会
長
、
野の

村む
ら

一い
ち

路ろ

全
日
本
知

的
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
会
長
、
三み
つ

井い

嬉よ
し

子こ

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
日
本

会
長
が
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
に
立
っ
た
。
引
き

続
き
、
髙た
か

部べ
ゆ

勇う
し

翔ょ
う

選
手
が
選
手
宣
誓
を
行

い
、
開
会
式
は
終
了
し
た
。

●
試
合

　

試
合
は
、
当
初
参
加
資
格
レ
ベ
ル
Ａ
・

Ｂ
・
Ｃ
（
レ
ベ
ル
Ａ
は
一
般
の
選
手
と
同

等
に
試
合
が
で
き
る
者
。
レ
ベ
ル
Ｂ
は
レ

ベ
ル
Ａ
に
は
劣
る
が
、
一
般
の
選
手
と
同

等
に
乱
取
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
者
。
レ

ベ
ル
Ｃ
は
レ
ベ
ル
Ｂ
に
は
劣
り
、
か
な
り

制
約
が
あ
る
が
一
般
の
選
手
と
楽
し
む
程

山下泰裕会長の主催者挨拶（ビデオレター）大浦敬汰選手の豪快な内股

重安猛司選手の見事な一本勝
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▽
濵
名
智
男
氏（
全
日
本
柔
道
連
盟　
知
的
障
が
い
者
柔
道
振
興
部
会　
部
会
長
）

　

障
が
い
者
柔
道
を
取
り
巻
く
環
境
と
し
て

は
、
昨
年
10
月
に
ド
イ
ツ
・
ケ
ル
ン
で
国
際

柔
道
連
盟
が
世
界
大
会
を
開
催
し
た
こ
と
を

受
け
、
今
年
８
月
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
選
手
権
大

会
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
国
内
で
は
昨
年
３
月
～
５
月
に
少
年

柔
道
協
議
会
で
全
国
の
道
場
・
ク
ラ
ブ
と
中

学
校
体
育
連
盟
、高
等
学
校
体
育
連
盟
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
の
調
査
結
果
で
��
所
属
・
112
名
の
知
的
障
が
い
を
持
つ
選
手
が
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
数
字
に
は
か
な
り
漏
れ
が
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

全
日
本
柔
道
連
盟
で
は
、
山
下
泰
裕
会
長
が
中
心
と
な
り
、
今
年
１
月
に
知
的

障
が
い
者
柔
道
振
興
部
会
が
設
立
さ
れ
、
本
格
的
に
始
動
し
ま
し
た
。
知
的
障
が

い
者
の
方
が
柔
道
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
環
境
作
り
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
に
海
外

か
ら
講
師
を
招
き
指
導
者
講
習
会
を
開
催
し
た
り
、
実
際
に
海
外
の
大
会
視
察
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
大
会
は
、
ま
だ
試
行
的
な
大
会
の
段
階
で
、
指
導
法
や
ル
ー
ル
を
含
め
た
大

会
運
営
な
ど
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
当
初
は
体
重
別
・
技
能
別
で
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
エ
ン
ト
リ
ー
数
の
関
係
で
、
前
日
の
交
流
練
習

会
の
様
子
を
見
て
、
ク
ラ
ス
分
け
を
行
い
、
技
能
別
で
の
開
催
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

私
は
知
的
障
が
い
者
と
初
心
者
へ
の
指
導
に
差
を
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
知
的
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
は
頸
椎
が
弱
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で
、
子
ど

も
の
状
態
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、
対
応
す
る
こ
と
で
健
常
者
の
方
と
一
緒
に
稽

古
で
き
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
こ
の
大
会
を
毎
年
開
催
す
る
こ
と
と
、
２
年
に
一
度
開
か
れ
る
世
界
大

会
に
日
本
選
手
を
派
遣
す
る
こ
と
を
目
標
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

度
の
乱
取
が
で
き
る
者
）
に
設
定
さ
れ
て

い
た
。
し
か
し
、
前
日
の
交
流
練
習
会
の

選
手
の
動
き
と
監
督
会
議
で
決
定
し
た
申

し
合
わ
せ
事
項
等
に
鑑
み
、
最
終
的
に
は

参
加
選
手
��
名
を
９
つ
の
リ
ー
グ
に
分
け

て
、
試
合
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

選
手
は
、
仲
間
や
保
護
者
の
声
援
を
受

け
、
持
て
る
力
を
精
一
杯
発
揮
し
た
。
障

が
い
を
持
ち
な
が
ら
も
、
ひ
た
む
き
に
柔

道
に
取
り
組
む
姿
に
、
集
ま
っ
た
観
客
か

ら
は
、
試
合
が
終
了
す
る
度
に
選
手
に
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　

昼
食
休
憩
の
時
間
に
は
、
日
本
文
化
大

學
の
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
ダ
ン
ス
が

披
露
さ
れ
た
。
選
手
た
ち
は
一
緒
に
な
っ

て
踊
り
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
。

●
閉
会
式

　

閉
会
式
で
は
、
大
会
役
員
よ
り
参
加
全

選
手
に
メ
ダ
ル
が
授
与
さ
れ
た
。
続
い

て
、
野の

瀬せ

清せ
い

喜き

全
日
本
柔
道
連
盟
教
育
普

及
・
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
委
員
会
委
員
長
が
閉
会
宣

言
を
行
い
、
全
日
程
が
終
了
し
た
。

　

最
後
に
会
場
に
集
ま
っ
た
観
客
を
含
め

関
係
者
全
員
で
記
念
撮
影
を
行
い
、
初
開

催
と
な
っ
た
第
１
回
全
日
本
Ｉ
Ｄ
（
知
的

障
が
い
者
）
柔
道
選
手
権
大
会
は
幕
を
閉

じ
た
。
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◎
福ふ
く

田だ

歩ふ

美み

也や

選
手

（
海
老
名
市
柔
道
協
会・Ｓ
Ｏ
Ｎ
神
奈
川
）

「
昨
日
は
緊
張
し
て
あ
ま
り
眠
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
試
合
内
容
に
は
納
得
し
て
い
ま

せ
ん
。
課
題
は
、
自
分
の
組
手
で
技
を
出

す
こ
と
で
す
。
次
に
出
場
す
る
大
会
で
優

勝
し
た
い
で
す
」

◎
福
田
歩
美
也
選
手
の
保
護
者
（
母
）

「
柔
道
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
兄
と
姉
が

先
に
や
っ
て
い
た
こ
と
と
、
特
に
父
親
自

身
が
柔
道
を
や
っ
て
い
た
こ
と
が
大
き
い

と
思
い
ま
す
。
知
的
障
が
い
以
外
に
心
臓

に
も
病
が
あ
り
、
柔
道
が
で
き
る
状
況
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

心
臓
の
手
術
を
受
け
て
１
年
が
経
過
し

た
５
歳
の
時
に
始
め
た
柔
道
も
今
年
で
1�

年
目
に
な
り
ま
す
。
父
親
が
側
で
見
守
れ

る
環
境
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
だ
け
の

年
月
、
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
結
果
が
出
な
い
時
期
が
あ
り
ま
し
た

が
、
長
く
続
け
る
こ
と
で
本
人
は
自
信
が

つ
い
た
と
思
い
ま
す
。
今
で
は
学
生
の
時

よ
り
も
柔
道
に
夢
中
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
ケ
ガ
な
く
、
長
く
続
け
て
欲
し
い

で
す
」

◎
高た
か

江え

洌す

ケ
ン
ゾ
ウ
選
手

（
河
芸
柔
道
ク
ラ
ブ
）

「
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
打
ち
込
み

を
し
っ
か
り
や
っ
て
試
合
に
臨
み
ま
し

た
。
普
段
は
週
３
～
５
日
く
ら
い
練
習
を

し
て
い
ま
す
。
地
元
の
高
校
生
相
手
に
自

分
の
技
を
試
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
目
標

は
、
オ
ラ
ン
ダ
で
行
わ
れ
る
世
界
大
会
に

出
場
し
、
優
勝
す
る
こ
と
で
す
」

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
＝

　

長
谷
部
雄
大
さ
ん（
日
本
文
化
大
學
柔
道
部
）

「
以
前
開
催
さ
れ
た
Ｓ
Ｏ
Ｎ
神
奈
川
大
会

の
運
営
を
き
っ
か
け
に
障
が
い
者
ス
ポ
ー

ツ
に
興
味
を
持
ち
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
は
特
に
大
会
前

日
の
交
流
練
習
会
を
ど
う
盛
り
上
げ
る
か

が
課
題
で
し
た
。
恥
ず
か
し
が
っ
た
り
、

初
対
面
の
人
と
話
せ
な
い
選
手
も
い
ま

す
。
し
か
し
、
濱
名
先
生
の
指
導
の
下も
と

、

以
前
か
ら
活
動
し
て
き
た
経
験
を
活い

か
し

て
、
上う

手ま

く
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
出
来
た

と
思
い
ま
す
。
今
後
は
、
こ
の
よ
う
な
活

動
を
通
じ
て
障
が
い
の
あ
る
選
手
が
柔
道

を
楽
し
め
る
環
境
作
り
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
安
全
面
の
確
保
を
意
識
し
て
大
会
運

営
や
障
が
い
者
柔
道
の
指
導
に
関
わ
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

▽
平
岡
拓
晃
氏
（
筑
波
大
学
准
教
授
）

■
本
大
会
を
振
り
返
っ
て

　

Ｓ
Ｏ
Ｎ
理
事
長
の
有
森
裕
子
さ
ん

か
ら
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
Ｓ
Ｏ

Ｎ
ド
リ
ー
ム
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活

動
を
始
め
て
３
年
目
を
迎
え
ま
す
。

現
在
は
茨
城
県
で
Ｓ
Ｏ
Ｎ
柔
道
レ
ッ

ス
ン
を
開
催
す
る
た
め
、
Ｓ
Ｏ
Ｎ
公

認
柔
道
指
導
者
資
格
の
勉
強
を
し
て

い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｏ
Ｎ
柔
道
は
私
が
体
験
し
て
き

た
柔
道
と
は
全
く
の
別
物
で
、
楽
し

さ
の
中
に
厳
し
さ
を
学
ん
で
い
る
と

思
い
ま
す
。

　

練
習
会
に
参
加
し
て
毎
回
思
う
こ

と
は
、
実
際
に
組
ん
で
み
る
と
非
常

に
パ
ワ
ー
が
あ
り
ま
す
。
単
純
に
筋

力
と
い
う
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
今

回
は
特
に
「
本
当
に
柔
道
が
好
き

だ
」
と
い
う
生
き
る
力
を
ぶ
つ
け
て

く
れ
て
い
る
感
じ
が
し
ま
し
た
。
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ͦの歴史とٕ法ॊ道ॊ道
ஜ大学ମҭڭܥत 藤ಊ ྑ明 ஶ

ୈ一ষ　౼ͪのى Γ͜とٕ法
ɹɹɹɹɹମज़ͷى Γ͜ͱٕ๏
ɹɹɹɹɹ౼ͪͷମܥԽͱٕ๏

ୈೋষ　ॊ術ॾྲྀの歴史とٕ法
ɹɹɹɹɹྲྀࠊն
ɹɹɹɹɹؔޱ৽৺ྲྀॊज़
ɹɹɹɹɹىྲྀॊज़
ɹɹɹɹɹىྲྀॊ道
ɹɹɹɹɹ৴ྲྀॊ道
ɹɹɹɹɹਅ೭ਆ道ྲྀॊज़
ɹɹɹɹɹఱਆਅ༶ྲྀॊज़

ୈࡾষ　ߨ道館ॊ道の歴史とٕ法
ɹɹɹɹɹߨ道ؗॊ道ͷઃͱٕ๏
ɹɹɹɹɹՅೲޒ࣏ͷཚऔ։ൃ
ɹɹɹɹɹߨ道ؗॊ道ͷࣄߦͱඋ
ɹɹɹɹɹࢹܯிज़大会ͷউརͱٕ๏
ɹɹɹɹɹ学ߍମૢͷॊ道ಋೖͷࢼΈ
ɹɹɹɹɹ学ߍʹ͓ Δ͚ॊ道ීٴͷ࣮ଶ
ɹɹɹɹɹߴઐॊ道ͷى Γ͜ͱٕ๏
ɹɹɹɹɹՅೲޒ࣏ͷଞ道ͷۙ
ɹɹɹɹɹਫ਼ྗળ༻ࠃຽମҭͷҊͱٕ๏
ɹɹɹɹɹશຊॊ道બݖ࢜大会ͷ։࠵ͱٕ๏

ୈ࢛ষ　ୈೋੈ࣍քେઓޙのॊ道෮׆とٕ法
ɹɹɹɹɹୈೋ࣍大ઓதͷॊ道քͱٕ๏
ɹɹɹɹɹୈೋ࣍大ઓޙͷॊ道ࢭېͱ෮׆
ɹɹɹɹɹٕ֨ॊ道 Β͔道ॊ道
ɹɹɹɹɹঁࢠॊ道ͷٕڝԽͱٕ๏

ୈޒষ　ॊ道ٕ法のมભとࡍࠃԽの՝
ɹɹɹɹɹॊ道ٕ๏ͷมભͱಛ
ɹɹɹɹɹॊ道ͷࡍࠃతීٴͱൃల
ɹɹɹɹɹஈҐ੍ͷࡍࠃൺֱ
ɹɹɹɹɹॊ道ͷࡍࠃԽͱ՝

　࣍

　柔道の歴史を振り返りつつ、その技法が、どのように
形作られてきたのかを、丁寧に解説しています。

四六判・上製・330頁・本体2,400円＋税

　武道の稽古は、技を通して精神を磨き、やがて社会のため
になるという教育の道でもあった。時代は移り変われども、日本
の伝統に培われた〝武道としての柔道〟を見失わないでいた
だきたいと願うものである。（本書「あとがき」より抜粋）

「原点に帰る」には、「原点を知る」必要がある。
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少
年
柔
道
指
導
の
現
場
で
役
に
立
つ
好
評
連
載
を
単
行

本
化
。
付
録
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
は
、写
真
で
は
伝
わ
り
に
く
か
っ

た
部
分
を
映
像
で
紹
介
。

　
ま
た
、
少
年
柔
道
が
抱
え
る
様
々
な
問
題
点
を
、
講
道

館
所
蔵
の
柔
道
文
献
か
ら
、
解
決
の
糸
口
を
探
っ
て
い
く
。

好評発売中！
̖
̑

ɾ
ฒ

ɾ
̙
̫
̙

ɾ
̐
̍
̐
ท
ɾ
ຊ
ମ
̎
̐
̌
̌
ԁ
ʴ
੫


ʹ

ཱ
ͭ

少
年
柔
道
指
導
法

収
録
時
間
１
７
０
分
を
超
え
る

解
説
Ｄ
Ｖ
Ｄ
付
属
！

役
に

立
つ

少
年
柔
道
指
導
法


Ҫ

װ　
ത
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ニュース

指
導
２
、
牧
野
が
指
導
１
で
迎
え
た
残
り

��
秒
。
つ
い
に
山
田
の
背
負
投
が
牧
野
を

捉
え
る
。
牧
野
の
体
が
綺
麗
に
宙
を
舞

い
、一
回
転
。山
田
が
一
本
勝
を
収
め
る
。

山
田
は
今
大
会
全
６
試
合
を
戦
い
、
５
試

合
で
一
本
勝
し
た
。
さ
ら
に
全
試
合
を
通

し
て
試
合
時
間
の
４
分
以
内
で
勝
利
し
た

こ
と
が
、
山
田
の
圧
勝
を
印
象
付
け
た
。

▽
��
㎏
級
決
勝

古こ

賀が

颯は
や

人と　

支
釣
込
足　
島し
ま

田だ

隆り
ゅ

志う
し

郎ろ
う

　

島
田
（
國
學
院
）
は
一
昨
年
２
位
、
昨

年
３
位
と
好
成
績
を
残
し
て
い
る
実
力

者
。
対
す
る
古
賀
（
日
本
体
育
）
は
、
そ

の
島
田
と
東
京
大
会
準
々
決
勝
で
対
戦

し
、
合
技
で
一
本
勝
を
収
め
て
い
る
。
こ

の
試
合
も
組
手
に
定
評
の
あ
る
古
賀
が
先

に
攻
め
、
島
田
に
圧
力
を
か
け
て
い
く
。

互
い
に
決
め
手
を
欠
き
、
本
戦
４
分
を
両

者
指
導
２
で
終
え
、
Ｇ
Ｓ
へ
突
入
。
Ｇ
Ｓ

開
始
�1
秒
、
島
田
が
前
に
出
て
き
た
と
こ

ろ
を
、
古
賀
が
支
釣
込
足
で
上う

手ま

く
合
わ

せ
、
技
有
を
奪
っ
て
優
勝
を
決
め
た
。

平成 30年度全日本学生柔道体重別選手権大会
男子は全階級で新王者が誕生
女子 78kg 級では泉真生が連覇達成

　

平
成
��
年
度
全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会
（
男
子
��
回　

女
子
��
回
）
が

９
月
��
日
・
��
日
、
日
本
武
道
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

試
合
時
間
は
男
女
と
も
に
４
分
間
で
行
わ
れ
、
勝
負
が
決
し
な
い
場
合
は
、
ゴ
ー
ル

デ
ン
ス
コ
ア
（
以
下
Ｇ
Ｓ
）
に
よ
る
時
間
無
制
限
の
延
長
戦
で
勝
敗
を
決
し
た
。

▽
��
㎏
級
決
勝

樋ひ

口ぐ
ち

裕ゆ
う

大た　

一
本
背
負
投　

清し

水み
ず

夏な
つ

輝き

　

清
水
（
日
本
体
育
）
が
序
盤
か
ら
試
合

を
優
位
に
進
め
る
も
、
先
に
指
導
を
受
け

る
。
清
水
は
指
導
を
受
け
て
か
ら
ギ
ア
を

一
段
上
げ
、
樋
口
（
天
理
）
を
攻
め
立
て

る
。
清
水
の
厳
し
い
攻
め
に
防
戦
一
方
の

樋
口
。
樋
口
は
試
合
時
間
３
分
が
経
過
す

る
頃
に
、
偽
装
攻
撃
と
場
外
注
意
で
指
導

２
ま
で
追
い
込
ま
れ
る
。
後
が
無
い
樋
口

が
勝
負
に
出
る
。
残
り
12
秒
、
一
本
背
負

投
で
技
有
を
奪
い
、
そ
の
ま
ま
試
合
終

了
。
樋
口
が
土
壇
場
で
逆
転
し
、
優
勝
を

果
た
し
た
。

▽
��
㎏
級
決
勝

山や
ま

田だ

聖せ
ん

斗と　

◯
背
負
投　
　

牧ま
き

野の

壮そ
う

一い
ち

郎ろ
う

　

山
田
（
桐
蔭
横
浜
）
と
牧
野
（
天
理
）

の
試
合
は
激
し
い
組
手
争
い
か
ら
始
ま
っ

た
。
両
者
と
も
持
っ
た
ら
す
ぐ
に
技
を
掛

け
、
積
極
的
な
攻
め
を
見
せ
る
。
山
田
が

男子 90kg 級決勝戦＝田嶋剛希（上）が右腕一本で豪快な背負投を決める

■
男
子
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▽
��
㎏
級
決
勝

友と
も

清き
よ　

光ひ
か
る　

　

肩　

車　
　

釘く
ぎ

丸ま
る

将し
ょ

太う
た

　

２
年
・
友
清
と
４
年
・
釘
丸
の
国
士
舘

大
同
門
対
決
と
な
っ
た
。
開
始
早
々
、
釘

丸
が
大
外
刈
、
背
負
投
と
積
極
的
に
技
を

出
す
。
友
清
が
必
死
に
堪こ
ら

え
る
。
そ
の
後

も
釘
丸
は
攻
め
の
手
を
緩
め
な
い
。
釘
丸

は
４
分
間
攻
め
続
け
る
も
、
ポ
イ
ン
ト
を

奪
え
ず
勝
負
は
延
長
戦
へ
。
指
導
２
ま
で

追
い
込
ま
れ
た
友
清
だ
っ
た
が
、
Ｇ
Ｓ
開

始
11
秒
に
釘
丸
の
意
表
を
突
く
タ
イ
ミ
ン

グ
で
肩
車
を
仕
掛
け
る
。
こ
れ
が
技
有
と

な
り
、
先
輩
釘
丸
を
破
っ
て
、
友
清
が
初

優
勝
を
達
成
し
た
。

▽
��
㎏
級
決
勝

田た

嶋じ
ま

剛ご
う

希き　
　

◯
背
負
投　
　

横よ
こ

内う
ち

晋し
ん

介す
け

　

田
嶋
が
３
年
、
横
内
が
２
年
の
筑
波
大

同
士
の
対
戦
と
な
っ
た
。
田
嶋
が
右
組
、

横
内
が
左
組
の
ケ
ン
カ
四
つ
。
互
い
に
引

手
が
取
れ
な
い
。
両
者
に
対
し
、
指
導
が

与
え
ら
れ
る
。
試
合
再
開
直
後
、
田
嶋
が

釣
手
の
み
の
不
十
分
な
体
勢
か
ら
背
負
投

を
仕
掛
け
る
。
田
嶋
は
し
っ
か
り
と
背
中

で
横
内
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
一
回
転
さ

せ
、
豪
快
に
一
本
を
決
め
勝
利
す
る
。
田

嶋
が
先
輩
の
貫
禄
を
見
せ
つ
け
、
初
優
勝

を
飾
っ
た
。

▽
���
㎏
級
決
勝

伊い

藤と
う

好よ
し

信の
ぶ　

一
本
背
負
投　

山や
ま

下し
た

魁か
い

輝き

　

シ
ー
ド
選
手
が
早
々
に
敗
退
す
る
中
で

接
戦
を
制
し
て
勝
ち
上
が
っ
て
き
た
の
は

伊
藤
（
東
海
）
と
山
下
（
国
士
舘
）。
試

合
が
動
い
た
の
は
２
分
��
秒
。
伊
藤
は
、

山
下
が
奥
襟
を
摑つ
か

も
う
と
前
に
出
て
き
た

と
こ
ろ
を
逃
さ
ず
、
一
本
背
負
投
に
切
り

返
し
、
技
有
を
奪
取
す
る
。
リ
ー
ド
さ
れ

た
山
下
が
一
気
に
攻
勢
に
出
る
。
伊
藤
の

我
慢
の
時
間
が
続
く
。
残
り
時
間
８
秒

で
、
伊
藤
に
指
導
が
与
え
ら
れ
る
も
、
そ

の
ま
ま
試
合
が
終
了
。
伊
藤
が
逃
げ
切

り
、
初
優
勝
を
果
た
し
た
。

▽
���
㎏
超
級
決
勝

太お
お

田た

彪ひ
ょ

雅う
が　
　

◯
体　

落　
　

竹た
け

村む
ら

昂こ
う

大だ
い

　

優
勝
候
補
の
太
田
（
東
海
）
と
昨
年
３

位
の
竹
村
（
国
士
舘
）
が
対
戦
。
太
田
は

右
の
釣
手
で
相
手
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、

竹
村
の
自
由
を
奪
う
。
太
田
は
得
意
の
内

股
を
軸
に
攻
め
る
が
、
技
が
決
ま
ら
な

い
。
試
合
時
間
２
分
過
ぎ
に
、
太
田
は
大

内
刈
で
竹
村
を
追
い
込
む
と
、
次
の
瞬

間
、
前
に
引
き
出
し
、
体
落
に
移
行
。
竹

村
は
こ
の
連
絡
技
に
反
応
で
き
ず
に
、
た

ま
ら
ず
一
回
転
。
太
田
が
評
判
通
り
の
実

力
を
発
揮
し
、
初
優
勝
し
た
。

男子 81kg 級決勝戦＝友清光（上）が意表をついた肩車で技有を奪う

男子 73kg 級決勝戦＝古賀颯人（右）は島田隆志郎が前に
出てきたところを支釣込足で合わせポイントを奪う

男子 60kg 級決勝戦＝樋口裕大（上）が
終了間際に一本背負投で技有を奪取

男子 100kg 超級決勝戦＝
太田彪雅（奥）が大内刈で攻める
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ニュース

▽
��
㎏
級
決
勝

小お

倉ぐ
ら　

葵あ
お
い　

　

◯
棄
権
勝　
　

安あ

部べ

風ふ
う

花か

　

３
年
・
小
倉
と
１
年
・
安
部
の
環
太
平

洋
同
士
の
対
戦
。
先
輩
の
小
倉
が
先
に
仕

掛
け
る
展
開
。
負
け
じ
と
安
部
も
奥
襟
を

摑
み
、
有
利
な
体
勢
を
作
り
に
行
く
。
し

か
し
安
部
に
不
運
が
訪
れ
る
。
安
部
が
背

負
投
を
仕
掛
け
、
小
倉
が
躱か
わ

し
た
直
後
、

安
部
の
顔
面
が
小
倉
の
頭
部
と
激
突
。
安

部
は
そ
の
場
で
仰
向
け
に
倒
れ
、
起
き
上

が
れ
な
い
。
安
部
は
そ
の
ま
ま
担
架
で
運

ば
れ
棄
権
と
な
り
、
小
倉
の
優
勝
が
決
定

し
た
。

▽
��
㎏
級
決
勝

立た
つ

川か
わ

莉り

奈な　
　

大
内
返　
　

武た
け

田だ

亮り
ょ

子う
こ

　

昨
年
２
位
の
福
岡
の
立
川
と
、
厳
し
い

関
西
予
選
を
１
位
で
突
破
し
た
龍
谷
の
武

田
が
対
戦
。
立
川
が
右
組
、
武
田
が
左
組

の
ケ
ン
カ
四
つ
。
序
盤
か
ら
互
い
に
足
を

出
し
、
相
手
を
牽
制
す
る
。
立
川
は
不
十

分
な
組
手
で
も
先
に
技
を
出
し
、
武
田
に

圧
を
か
け
る
。
武
田
は
指
導
２
ま
で
追
い

込
ま
れ
る
。
Ｇ
Ｓ
に
入
り
、
武
田
が
強
引

に
仕
掛
け
る
と
、
立
川
は
体
を
預
け
る
よ

う
に
押
し
倒
す
。
こ
れ
が
技
有
の
ポ
イ
ン

ト
と
な
り
優
勝
を
決
め
た
。
立
川
の
優
勝

は
、
福
岡
大
と
し
て
第
10
回
大
会
の
�1
㎏

級
・
中
橋
治
美
氏
以
来
、
2�
年
ぶ
り
。

▽
��
㎏
級
決
勝

竹た
け

内う
ち　

鈴り
ん　
　

◯
大
外
刈　
　

香か

川が
わ

瑞み
ず

希き

　

東
海
大
３
年
・
竹
内
と
１
年
・
香
川
の

同
門
対
決
。
右
組
同
士
、
が
っ
ぷ
り
四
つ

で
組
み
合
う
。
互
い
に
一
歩
も
引
か
ず
、

序
盤
か
ら
積
極
的
に
技
を
出
す
。
試
合
開

始
１
分
�0
秒
、
香
川
が
前
に
出
て
き
た
と

こ
ろ
を
、
竹
内
が
大
外
刈
で
上
手
く
合
わ

せ
一
本
を
奪
っ
た
。
後
輩
の
挑
戦
を
跳
ね

返
し
、
先
輩
の
竹
内
に
軍
配
が
上
が
っ

た
。
竹
内
が
昨
年
２
位
の
悔
し
さ
を
晴
ら

し
、
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

▽
��
㎏
級
決
勝

佐さ

藤と
う

史し

織お
り　

　

◯
反
則
負　
　

幸こ
う

田だ

奈な

な々

　

昨
年
２
位
の
佐
藤
（
山
梨
学
院
）
と
、

幸
田
（
帝
京
科
学
）
が
対
戦
。
幸
田
が
奥

襟
を
取
っ
て
組
手
争
い
で
優
位
に
立
ち
、

試
合
の
主
導
権
を
握
る
。
し
か
し
、
試
合

の
中
盤
に
入
る
と
幸
田
の
組
手
に
順
応
し

た
佐
藤
が
徐
々
に
ペ
ー
ス
を
摑
む
。
両
者

が
指
導
１
の
ま
ま
、
本
戦
４
分
が
終
了
。

Ｇ
Ｓ
に
入
っ
て
も
佐
藤
は
攻
め
続
け
、
Ｇ

Ｓ
開
始
２
分
��
秒
、
幸
田
に
３
つ
目
の
指

導
が
与
え
ら
れ
、
幸
田
の
反
則
負
。
佐
藤

が
昨
年
の
雪
辱
を
果
た
し
た
。

▽
��
㎏
級
決
勝

嶺み
ね

井い

美み

穂ほ　
　

◯
小
外
掛　
　

朝あ
さ

飛ひ

七な
な

海み

　

同
門
・
桐
蔭
横
浜
の
先
輩
後
輩
対
決
。

試
合
は
い
き
な
り
動
く
。
開
始
18
秒
で
１

年
の
朝
飛
が
３
年
の
嶺
井
か
ら
小
外
刈
で

技
有
を
先
取
す
る
。
し
か
し
、
開
始
��
秒

に
嶺
井
が
鮮
や
か
に
大
内
返
で
技
有
を
奪

い
返
し
、
同
点
に
追
い
つ
く
。
そ
の
後
、

嶺
井
は
指
導
を
２
つ
累
積
す
る
。
Ｇ
Ｓ
に

入
り
１
分
が
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
、
嶺
井
が

右
手
で
奥
襟
を
摑
み
、
小
外
掛
で
技
有
を

奪
い
、
合
技
一
本
勝
。
先
輩
の
意
地
を
見

せ
、
大
逆
転
で
の
嬉
し
い
初
優
勝
を
飾
っ

た
。

▽
��
㎏
級
決
勝

泉い
ず
み
　

真ま

生お　

◯
横
四
方
固　
　

鈴す
ず

木き

伊い

織お
り

　

大
会
連
覇
を
狙
う
泉
（
山
梨
学
院
）
と

昨
年
３
位
の
鈴
木（
環
太
平
洋
）が
対
戦
。

泉
は
序
盤
か
ら
鈴
木
の
奥
襟
を
摑
み
、
頭

を
下
げ
さ
せ
、
技
を
仕
掛
け
る
。
泉
は
鈴

木
が
中
途
半
端
な
体
勢
で
仕
掛
け
て
き
た

と
こ
ろ
を
見
逃
さ
ず
、
支
釣
込
足
に
切
り

返
し
、
技
有
を
奪
う
。
そ
の
ま
ま
横
四
方

固
で
が
っ
ち
り
抑
え
込
み
、
合
技
一
本
。

女子 57kg 級決勝戦＝竹内鈴（上）が大外刈で一本勝
女子 52kg 級決勝戦＝立川莉奈（上）が

武田亮子の大内刈を返してポイントを奪う

■
女
子
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圧
巻
の
強
さ
で
２
連
覇
を
達
成
。
泉
は
全

日
本
学
生
柔
道
大
会
に
お
け
る
団
体
・
個

人
の
２
冠
を
達
成
し
た
。

▽
��
㎏
超
級
決
勝

秋あ
き

場ば

麻ま

優や　

◯
反
則
負　
　

井い
の

上う
え

あ
か
り

　

秋
場
が
３
年
、
井
上
が
４
年
の
環
太
平

洋
大
の
同
門
対
決
。
互
い
の
手
の
内
を
知

り
尽
く
し
て
い
る
た
め
、
攻
め
る
こ
と
が

で
き
な
い
両
者
に
開
始
��
秒
で
指
導
が
宣

告
さ
れ
る
。
そ
の
後
も
互
い
に
譲
ら
ず
技

を
仕
掛
け
る
が
決
ま
ら
な
い
。
延
長
戦
に

入
り
、
Ｇ
Ｓ
１
分
��
秒
で
両
者
に
２
つ
目

の
指
導
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
秋
場
が
勝

負
に
出
て
、
先
に
技
を
仕
掛
け
る
。
Ｇ
Ｓ

３
分
28
秒
、
受
け
に
回
っ
て
い
た
井
上
に

３
つ
目
の
指
導
が
与
え
ら
れ
、
試
合
終

了
。
秋
場
が
昨
年
女
王
の
井
上
を
破
り
、

初
優
勝
を
果
た
し
た
。

▽
��
㎏
級
①
小
倉
葵
（
環
太
平
洋
）
②

安
部
風
花
（
環
太
平
洋
）
③
常
見
千

紗
（
帝
京
科
学
）、有
野
涼
（
龍
谷
）

▽
��
㎏
級
①
立
川
莉
奈
（
福
岡
）
②
武

田
亮
子
（
龍
谷
）
③
萩
野
乃
花
（
国

士
舘
）、
中
内
柚
里
（
龍
谷
）

▽
��
㎏
級
①
竹
内
鈴
（
東
海
）
②
香
川

瑞
希
（
東
海
）
③
大
和
久
友
佳
（
山

梨
学
院
）、
飯
塚
亜
美
（
仙
台
）

▽
��
㎏
級
①
佐
藤
史
織
（
山
梨
学
院
）

②
幸
田
奈
々
（
帝
京
科
学
）
③
岡
田

萌（
山
梨
学
院
）、米
澤
夏
帆（
龍
谷
）

▽
��
㎏
級
①
嶺
井
美
穂
（
桐
蔭
横
浜
）

②
朝
飛
七
海
（
桐
蔭
横
浜
）
③
杉
山

歌
嶺
（
桐
蔭
横
浜
）、青
柳
麗
美
（
環

太
平
洋
）

▽
��
㎏
級
①
泉
真
生
（
山
梨
学
院
）
②

鈴
木
伊
織
（
環
太
平
洋
）
③
松
田
な

み
き
（
金
沢
学
院
）、清
水
美
緒
（
金

沢
学
院
）

▽
��
㎏
超
級
①
秋
場
麻
優
（
環
太
平

洋
）
②
井
上
あ
か
り
（
環
太
平
洋
）

③
岡
田
実
咲
（
山
梨
学
院
）、
浜
未

悠
（
環
太
平
洋
）

▽
��
㎏
級
①
樋
口
裕
大
（
天
理
）
②
清

水
夏
輝
（
日
本
体
育
）
③
森
田
将
矢

（
鹿
屋
体
育
）、
石
川
勇
太
（
日
本
体

育
）

▽
��
㎏
級
①
山
田
聖
斗
（
桐
蔭
横
浜
）

②
牧
野
壮
一
郎
（
天
理
）
③
湯
本
祥

真
（
筑
波
）、
長
谷
川
雷
（
筑
波
）

▽
��
㎏
級
①
古
賀
颯
人
（
日
本
体
育
）

②
島
田
隆
志
郎
（
國
學
院
）
③
込
山

龍
哉
（
東
海
）、
原
田
健
士
（
日
本

体
育
）

▽
��
㎏
級
①
友
清
光
（
国
士
舘
）
②
釘

丸
将
太（
国
士
舘
）③
川
端
悠
生（
国

士
舘
）、
山
中
堅
盛
（
東
海
）

▽
��
㎏
級
①
田
嶋
剛
希
（
筑
波
）
②
横

内
晋
介
（
筑
波
）
③
白
川
剛
章
（
筑

波
）、
長
井
晃
志
（
日
本
体
育
）

▽
���
㎏
級
①
伊
藤
好
信
（
東
海
）
②
山

下
魁
輝（
国
士
舘
）③
石
山
潤
平（
天

理
）、
古
田
伸
悟
（
天
理
）

▽
���
㎏
超
級
①
太
田
彪
雅
（
東
海
）
②

竹
村
昂
大
（
国
士
舘
）
③
奥
野
拓
未

（
東
海
）、
石
川
智
啓
（
東
海
）

女子 78kg 級決勝戦＝
泉真生（奥）が大内刈で攻める 女子 70kg 級決勝戦＝嶺井美穂（上）が逆転の小外掛を決める

【
大
会
結
果
】

■
男
子

■
女
子
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日本武道館の単行本

マ
ン
ガ
・
武
道
の
す
す
め

田
代
し
ん
た
ろ
う
　
著

漫
画
家
・
別
府
大
学
教
授

（ 

Ｂ
５
判
・
２
３
６
頁 

）

　
月
刊
﹁
武
道
﹂
誌
上
で
好
評
連
載
中
の
﹁
マ
ン
ガ
・
武
道
の
す
す
め
﹂

を
単
行
本
化
！

　
柔
道
・
剣
道
・
弓
道
・
相
撲
・
空
手
道
・
合
気
道
・
少
林
寺
拳
法
・

な
ぎ
な
た
・
銃
剣
道
・
古
武
道
の
各
先
生
方
に
毎
回
直
接
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
取
材
し
、
武
道
の
良
さ
、
す
ば
ら
し
さ
を
お
も
し
ろ
く
、
わ
か
り
や

す
く
、
描
い
て
い
ま
す
。

　
大
人
も
子
ど
も
も
読
ん
で
楽
し
く
、
た
め
に
な
る
武
道
教
養
マ
ン
ガ
。

《
目
次
》

序
章
　
武
道
の
す
す
め

　
松
永
光
（
日
本
武
道
館
）
／
高
村
正
彦
（
武
道
議
員
連
盟
）

　
／
有
松
育
子
（
文
部
科
学
省
）

第
１
章
　
い
ざ
！
　
武
道
の
世
界
へ

第
２
章
　
柔
道
の
す
す
め

　
大
澤
慶
己
／
長
谷
川
博
之
／
腹
巻
宏
一
／
吉
村
和
郎
／
山
内
直
人

第
３
章
　
剣
道
の
す
す
め

　
森
島
健
男
／
角
正
武
／
千
田
重
光
／
井
上
茂
明
／
小
林
知
洋

第
４
章
　
弓
道
の
す
す
め

　
森
永
良
雄
／
吉
本
清
信
／
宇
佐
美
義
光
／
柴
田
猛
／
大
和
田
正
孝

第
５
章
　
相
撲
の
す
す
め

　
塔
尾
武
夫
／
住
吉
和
則
／
下
村
勝
彦
／
安
井
和
男

第
６
章
　
空
手
道
の
す
す
め

　
金
城
裕
／
長
谷
川
伸
一
／
安
里
廣
之
／
山
本
英
雄
／
大
石
武
士

第
７
章
　
合
気
道
の
す
す
め

　
多
田
宏
／
磯
山
博
／
菅
沼
守
人
／
珠
玖
仁

第
８
章
　
少
林
寺
拳
法
の
す
す
め

　
合
田
清
一
／
阿
達
美
恵
子
／
山
巻
哲
／
松
浦
哲
也

第
９
章
　
な
ぎ
な
た
の
す
す
め

　
澤
田
花
江
／
梶
山
武
子
／
一
川
治
子
／
左
村
美
穂
子
／
大
津
博
美

第
�0
章
　
銃
剣
道
の
す
す
め

　
桑
原
正
治
／
兼
坂
弘
道
／
遠
藤
守
／
石
川
慎
也
／
北
村
弘
之

第
��
章
　
古
武
道
の
す
す
め

　
竹
内
藤
十
郎
（
柔
術
）
／
笹
森
建
美
（
剣
術
）
／
加
藤
伊
三
男
（
槍
術
）

　
／
小
笠
原
清
忠
（
弓
馬
術
）

日
本
武
道
館
の
歴
史

《
目
次
》

序
章
　
武
道
の
す
す
め

　
松
永
光（
日
本
武
道
館
）／
高
村
正
彦（
武
道
議
員
連
盟
）　／

　
有
松
育
子（
文
部
科
学
省
）

第
１
章
　
い
ざ
！
　
武
道
の
世
界
へ

第
２
章
　
柔
道
の
す
す
め

　
大
澤
慶
己
／
長
谷
川
博
之
／
腹
巻
宏
一
／
吉
村
和
郎
／
山
内
直
人

第
３
章
　
剣
道
の
す
す
め

　
森
島
健
男
／
角
正
武
／
千
田
重
光
／
井
上
茂
明
／
小
林
知
洋

第
４
章
　
弓
道
の
す
す
め

　
森
永
良
雄
／
吉
本
清
信
／
宇
佐
美
義
光
／
柴
田
猛
／
大
和
田
正
孝

第
５
章
　
相
撲
の
す
す
め

　
塔
尾
武
夫
／
住
吉
和
則
／
下
村
勝
彦
／
安
井
和
男

第
６
章
　
空
手
道
の
す
す
め

　
金
城
裕
／
長
谷
川
伸
一
／
安
里
廣
之
／
山
本
英
雄
／
大
石
武
士

第
７
章
　
合
気
道
の
す
す
め

　
多
田
宏
／
磯
山
博
／
菅
沼
守
人
／
珠
玖
仁

第
８
章
　
少
林
寺
拳
法
の
す
す
め

　
合
田
清
一
／
阿
達
美
恵
子
／
八
巻
哲
／
松
浦
哲
也

第
９
章
　
な
ぎ
な
た
の
す
す
め

　
澤
田
花
江
／
梶
山
武
子
／
一
川
治
子
／
左
村
美
穂
子
／
大
津
博
美

第
�0
章
　
銃
剣
道
の
す
す
め

　
桑
原
正
治
／
兼
坂
弘
道
／
遠
藤
守
／
石
川
慎
也
／
北
村
弘
之

第
��
章
　
古
武
道
の
す
す
め

　
竹
内
藤
十
郎（
柔
術
）／
笹
森
建
美（
剣
術
）／
加
藤
伊
三
男（
槍
術
）／

　
小
笠
原
清
忠（
弓
馬
術
）

日
本
武
道
館
の
歴
史
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福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

（ ̗５判・上製・箱入・526 頁 ）
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決勝・先鋒戦＝富士ゼロックス・米満（右）が上段から片手面を決める

富士ゼロックス　が
25 年ぶりの頂点に

（本社）

第 61回全日本実業団剣道大会



�� 月刊「武道」　2018．11

　

第
��
回
全
日
本
実
業
団
剣
道
大
会
（
主

催
＝
全
日
本
実
業
団
剣
道
連
盟
、
後
援
＝

日
本
武
道
館
ほ
か
）
が
９
月
��
日
に
、
日

本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。
大
会
に
は
全

国
か
ら
���
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
各
試
合
場

で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

決
勝
は
、
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
（
本
社
）

と
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク（
Ｅ
Ｓ
本
社
）が
対
戦
。

３
︱
１
で
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
（
本
社
）
が

��
年
ぶ
り
３
回
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

　

試
合
は
５
人
制
の
団
体
戦
。
試
合
時
間

は
準
々
決
勝
ま
で
は
３
分
、
準
決
勝
・
決

勝
は
４
分
で
行
わ
れ
る
。
勝
敗
は
勝
者
数

で
決
し
、
同
数
の
場
合
に
は
総
本
数
で
決

め
る
。
勝
者
数
・
総
本
数
と
も
に
同
数
の

場
合
は
、
代
表
者
戦
で
勝
敗
を
決
す
る
。

◇
準
々
決
勝

　

準
々
決
勝
に
は
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
（
Ｅ

Ｓ
本
社
）、
九
州
電
力
（
本
店
）、
三
井
住

友
海
上
（
神
田
）、ト
ー
ル
エ
ク
ス
プ
レ
ス

ジ
ャ
パ
ン（
本
社
）、富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス（
本

社
）、東
芝
テ
ッ
ク
（
本
社
）、Ｎ
Ｔ
Ｔ
（
本

社
）、東
京
海
上
日
動
（
本
店
）
が
名
を
連

ね
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
、
ト
ー
ル
エ
ク
ス
プ

レ
ス
ジ
ャ
パ
ン
、
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
が
準
決
勝
に
進
出
し
た
。

◇
準
決
勝
①

先
鋒　

吉
村
大
地　
　

×　
　

糸
山
泰
史

次
鋒　

山
田
侑
希　
　

×　
　

對
馬
康
大

中
堅　

勝
見
健
太　

コ
︱
反
コ
吉
田
真
佐
義

副
将　

髙　

優
司　

コ
︱　
　

安
藤　

淳

大
将　

足
達
翔
太　

メ
︱　
　

石
井
秀
平

　

先
鋒
戦
、
次
鋒
戦
は
引
分
。
中
堅
戦
で

は
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
・
勝
見
が
小
手
を
決
め

て
先
制
す
る
。
負
け
じ
と
ト
ー
ル
エ
ク
ス

プ
レ
ス
ジ
ャ
パ
ン
・
吉
田
も
、
す
ぐ
さ
ま

小
手
を
取
り
返
す
。
そ
の
後
、
勝
見
が
竹

刀
を
落
と
し
て
反
則
が
与
え
ら
れ
る
。
終

盤
、
鍔つ
ば

競ぜ

り
合あ

い
が
続
く
と
、
時
間
空
費

と
し
て
勝
見
に
２
回
目
の
反
則
が
つ
き
、

吉
田
が
二
本
勝
。

　

副
将
戦
は
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
・
髙こ
う

が
表

か
ら
攻
め
て
小
手
に
飛
び
込
み
、
こ
れ
が

一
本
と
な
る
。
そ
の
ま
ま
時
間
と
な
り
、

髙
が
一
本
勝
。

　

勝
負
が
か
か
っ
た
大
将
戦
、
後
半
に
鍔

競
り
合
い
か
ら
間
合
を
切
っ
た
瞬
間
、
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
・
足
達
が
値
千
金
の
飛
び
込

み
面
を
決
め
る
。
残
り
時
間
も
足
達
が
捌さ
ば

き
切
り
勝
利
。
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
が
３
連
覇

に
王
手
を
か
け
た
。

２
︱
１

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

（
Ｅ
Ｓ
本
社
）

ト
ー
ル
エ
ク
ス
プ
レ
ス

ジ
ャ
パ
ン
（
本
社
）

◇
準
決
勝
②

先
鋒　

米
満
広
将　

コ
︱　
　

榎
本
雄
斗

次
鋒　

岩
川　

力　
　

×　
　

竹
越　

充

中
堅　

東
郷
知
大　
　

×　
　

渡
部　

晃

副
将　

上
原
祐
二　
　

︱
コ　

兵
藤
裕
則

大
将　

北
川
清
太
コ
メ
︱
コ　

齊
藤
将
吾

　

先
鋒
戦
、
中
盤
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
・
榎
本
が
足

を
止
め
た
瞬
間
、
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
・
米

満
が
上
段
か
ら
片
手
小
手
を
振
り
下
ろ
す

と
、
旗
が
３
本
上
が
る
。
そ
の
後
も
米
満

が
榎
本
の
攻
め
を
凌し
の

ぎ
切
り
、
一
本
勝
。

　

次
鋒
戦
、
中
堅
戦
は
引
分
。
副
将
戦
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
・
兵
藤
は
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
・
上

原
が
居
着
い
た
瞬
間
に
、
小
手
を
先
取
す

る
。
そ
の
ま
ま
一
本
勝
を
収
め
、
勝
負
は

大
将
戦
に
持
ち
越
さ
れ
る
。

　

大
将
戦
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
・
齊
藤
が
一
足
一
刀

の
間
合
か
ら
力
強
い
小
手
を
先
取
す
る
。

後
が
な
い
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
・
北
川
は
間

合
を
切
っ
て
果
敢
に
攻
め
、
齊
藤
が
手
元

を
上
げ
た
隙
に
小
手
を
打
ち
込
み
、
追
い

つ
く
。
終
盤
、
齊
藤
が
鍔
競
り
合
い
に
持

ち
込
も
う
と
間
合
を
潰
し
た
瞬
間
、
北
川

が
巧
み
に
引
き
面
を
決
め
て
逆
転
勝
ち
。

富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
が
決
勝
に
進
出
し
た
。

２
︱
１

富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス

　
（
本
社
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ（
本
社
）

準決勝①・大将戦＝勝負がかかった大将戦で
勝利したパナソニック・足達（左）準決勝②・大将戦＝富士ゼロックス・北川（左）対 NTT・齊藤
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◇
決
勝

先
鋒　

米
満
広
将　

メ
︱　
　

吉
村
大
地

次
鋒　

岩
川　

力　
　

︱
コ　

山
田
侑
希

中
堅　

東
郷
知
大　

メ
︱　
　

勝
見
健
太

副
将　

上
原
祐
二　

メ
︱　
　

髙　

優
司

大
将　

北
川
清
太　
　

×　
　

足
達
翔
太

　

2�
年
ぶ
り
の
優
勝
を
目
指
す
富
士
ゼ
ロ

ッ
ク
ス
（
本
社
）
と
３
連
覇
が
か
か
っ
た

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
（
Ｅ
Ｓ
本
社
）
に
よ
る
決

勝
戦
。

　

先
鋒
戦
の
試
合
序
盤
、
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク

ス
・
米
満
が
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
・
吉
村
の

面
の
打
ち
終
わ
り
に
、
引
き
小
手
を
打
ち

込
む
も
の
の
旗
は
１
本
の
み
。
そ
の
後

も
、
米
満
が
上
段
か
ら
の
思
い
切
っ
た
技

で
試
合
を
優
位
に
進
め
る
。
終
盤
、
米
満

が
捨
て
切
っ
た
片
手
面
を
繰
り
出
す
と
、

吉
村
を
捉
え
、一
本
勝
で
次
鋒
に
繋つ
な
げ
る
。

　

次
鋒
戦
は
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
・
山
田
が
序

盤
か
ら
積
極
的
に
技
を
出
し
て
攻
め
て
い

く
。
中
盤
、
山
田
が
前
に
詰
め
て
圧
を
か

け
る
と
、
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
・
岩
川
が
た

ま
ら
ず
面
に
飛
ぶ
。
そ
の
出
ば
な
に
山
田

が
小
手
を
打
ち
込
み
、
一
本
勝
。
勝
負
を

五
分
に
戻
す
。

決勝・中堅戦＝富士ゼロックス・東郷（左）が面を決める

　

中
堅
戦
、
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
・
東
郷
は

開
始
か
ら
足
を
使
っ
て
軽
快
に
攻
め
、
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
・
勝
見
は
東
郷
を
捉
え
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
中
盤
に
勝
見
が
東
郷
を

試
合
場
際
に
追
い
込
み
、
小
手
に
飛
び
込

む
も
、
東
郷
は
そ
れ
を
返
し
て
面
を
打
ち

込
み
、
先
取
す
る
。
そ
の
ま
ま
一
本
勝
と

な
っ
た
。

　

副
将
戦
は
��
歳
の
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
・

上
原
と
28
歳
の
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
・
髙
に
よ

る
中
央
大
学
の
先
輩
・
後
輩
対
決
。
試
合

は
、
開
始
か
ら
互
い
に
相
手
の
動
き
を
読

み
合
い
、
静
か
に
試
合
が
流
れ
て
い
く
。

中
盤
、
髙
が
居
着
い
た
と
こ
ろ
に
上
原
が

引
き
面
を
繰
り
出
す
と
、
こ
れ
が
一
本
。

取
り
返
し
た
い
髙
は
強
引
に
攻
め
て
い
く

が
、
上
原
は
冷
静
に
凌
い
で
試
合
終
了
。

ベ
テ
ラ
ン
の
一
本
が
2�
年
ぶ
り
３
回
目
の

優
勝
を
決
め
た
。

　

大
将
戦
は
、
両
者
と
も
慎
重
に
攻
め
合

い
、隙
を
探
り
合
う
も
引
分
で
試
合
終
了
。

富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス

　
（
本
社
）

３
︱
１

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

（
Ｅ
Ｓ
本
社
）

決勝・副将戦＝富士ゼロックス・上原（右）が引き面で勝負を決めた

心ٕ体 人を育てる૯合ࢽ
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◎
優
勝
＝
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
（
本
社
）

　

野の

口ぐ
ち

淳じ
ゅ

司ん
じ

監
督

「
関
東
で
は
勝
て
る
の
で
す
が
、
全
日
本

で
は
な
か
な
か
勝
て
て
い
な
く
て
…
。
選

手
た
ち
と
な
ぜ
勝
て
な
い
の
か
、
よ
く
話

し
合
い
ま
し
た
。
今
年
は
特
に
選
手
た
ち

の
意
見
を
尊
重
し
ま
し
た
。
彼
ら
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
る
よ
う
に
、
自
分
た

ち
で
考
え
て
く
れ
た
結
果
な
の
か
な
と
思

い
ま
す
。
今
日
は
美お

味い

し
い
お
酒
が
飲
め

そ
う
で
す
。
選
手
た
ち
に
は
『
あ
り
が
と

う
』
と
伝
え
た
い
で
す
ね
」

◎
最
優
秀
選
手
賞
＝
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス（
本
社
）

　

上う
え

原は
ら

祐ゆ
う

二じ

選
手

「
稽
古
を
行
え
ば
試
合
も
で
き
ま
す
し
、

正
直
、
今
日
も
ま
だ
体
は
動
き
ま
す
。
��

歳
に
な
り
ま
し
た
が
、
動
き
が
劣
っ
て
い

る
と
い
う
感
覚
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
キ

ャ
プ
テ
ン
の
岩
川
を
中
心
に
、
優
勝
を
狙

え
る
チ
ー
ム
で
、
そ
こ
に
私
の
経
験
を
活い

か
す
こ
と
が
で
き
て
、
こ
の
結
果
に
な
っ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
が
剣
道
を

始
め
た
の
で
、
今
日
の
結
果
は
子
ど
も
に

自
慢
で
き
ま
す
ね
（
笑
）」

【
大
会
結
果
】

◎
優　

勝
＝
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス（
本
社
）

○
準
優
勝
＝
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク（
Ｅ
Ｓ
本
社
）

▽
３　

位
＝
Ｎ
Ｔ
Ｔ
（
本
社
）

　
　
　
　
　
ト
ー
ル
エ
ク
ス
プ
レ
ス
ジ
ャ
パ
ン

　
　
　
　
　
（
本
社
）

▽
敢
闘
賞
＝
東
芝
テ
ッ
ク
（
本
社
）

　
　
　
　
　

九
州
電
力
（
本
店
）

　
　
　
　
　

東
京
海
上
日
動
（
本
店
）

　
　
　
　
　

三
井
住
友
海
上
（
神
田
）

優勝した富士ゼロックス（本社）の選手と監督
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平
成
��
年
度
全
国
警
察
柔
道
・
剣
道
選
手
権
大
会

　

平
成
��
年
度
全
国
警
察
柔
道
・
剣
道
選
手
権
大
会
（
主
催
＝
警
察
庁
）
が
９
月
��
日
、

日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

柔
道
男
子
は
７
階
級
で
争
わ
れ
、
���
㎏
超
級
は
村む
ら

上か
み

拓た
く

（
愛
知
）、
���
㎏
級
は
松ま
つ

雪ゆ
き

直な
お

斗と

（
福
岡
）、
��
㎏
級
は
木き
の

下し
た

智と
も

貴き

（
警
視
庁
）、
��
㎏
級
は
中な
か

園ぞ
の

史ふ
み

寛ひ
ろ

（
福
岡
）、
��
㎏

級
は
村む
ら

上か
み

洋よ
う

平へ
い（

大
阪
）、��
㎏
級
は
西に
し

山や
ま

祐ゆ
う

貴き（
警
視
庁
）、��
㎏
級
は
浅あ
さ

見み

喜よ
し

尚な
お（

愛
媛
）

が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
た
。
柔
道
女
子
は
４
階
級
で
争
わ
れ
、��
㎏
超
級
は
藤ふ
じ

原わ
ら

恵え

美み

（
大

阪
）、
��
㎏
級
は
赤あ
か

嶺み
ね

麻ま

佑ゆ

（
沖
縄
）、
��
㎏
級
は
谷た
に

内う
ち

美み

希き

（
大
阪
）、
��
㎏
級
は
益ま
し

子こ

楓ふ

彩さ

菜な

（
警
視
庁
）
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
を
果
た
し
た
。

　

剣
道
男
子
は
、決
勝
で
西に
し

村む
ら

英ひ
で

久ひ
さ（
熊
本
）が
内う
ち

村む
ら

良り
ょ

一う
い
ち（
警
視
庁
）を
降
し
て
初
優
勝
。

剣
道
女
子
は
、
松ま
つ

本も
と

弥み

月づ
き

（
神
奈
川
）
が
山や
ま

本も
と

瑶よ
う

子こ

（
大
阪
）
を
破
っ
て
こ
ち
ら
も
初

優
勝
を
飾
っ
た
。

♢
男
子
100
㎏
級

　

男
子
100
㎏
級
の
決
勝
は
初
優
勝
を
狙
う

松
雪
直
斗
（
福
岡
）
と
３
度
目
の
優
勝
が

か
か
る
辻
本
拓
記
（
兵
庫
）
の
対
戦
。
序

盤
か
ら
辻
本
が
積
極
的
に
攻
め
の
姿
勢
を

見
せ
、
松
雪
は
消
極
的
指
導
を
与
え
ら
れ

る
。
し
か
し
そ
の
後
、
松
雪
も
技
を
仕
掛

け
よ
う
と
積
極
的
に
攻
め
、
辻
本
を
畳
へ

倒
す
。
そ
し
て
試
合
開
始
か
ら
２
分
�0

秒
、
松
雪
が
〝
亀
〟
に
な
っ
て
い
た
辻
本

を
ひ
っ
く
り
返
し
、
崩
上
四
方
固
め
で
一

本
勝
。松
雪
が
嬉
し
い
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

◎
優
勝
＝
松ま
つ

雪ゆ
き

直な
お

斗と

選
手
（
福
岡
）

「
今
日
の
試
合
は
本
当
に
疲
れ
ま
し
た
。

ず
っ
と
怪け

我が

で
練
習
が
で
き
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
こ
の
大
会
で
優
勝
で
き
た
の
が

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
初
め
て
講
道

館
杯
に
出
場
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
の

で
、
次
に
繋つ
な

が
る
試
合
に
な
る
よ
う
に
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

♢

♢
女
子
63
㎏
級

　

女
子
��
㎏
級
決
勝
は
、
昨
年
３
位
の
谷

内
美
希
（
大
阪
）
と
３
連
覇
が
か
か
る
荒

木
穂
乃
佳
（
兵
庫
）
の
対
決
。
序
盤
、
谷

内
が
積
極
的
に
組
む
姿
勢
を
見
せ
、
荒
木

に
消
極
的
指
導
が
与
え
ら
れ
る
。
荒
木
も

負
け
じ
と
、
試
合
開
始
か
ら
３
分
�0
秒
、

谷
内
の
奥
襟
を
摑つ
か

み
、
技
を
仕
掛
け
る

も
、
決
ま
ら
ず
。
そ
し
て
、
両
者
攻
防
を

続
け
、
そ
の
ま
ま
延
長
戦
へ
突
入
。
こ
の

時
点
で
荒
木
に
指
導
２
、
谷
内
に
指
導
１

が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
試
合
が
決
着
し
た

の
は
開
始
か
ら
1�
分
後
。
お
互
い
疲
弊
し

て
い
る
中
、
果
敢
に
技
を
か
け
る
姿
勢
を

見
せ
た
谷
内
に
軍
配
が
上
が
り
、
荒
木
へ

３
つ
目
の
指
導
が
与
え
ら
れ
、
反
則
勝
。

谷
内
が
荒
木
の
３
連
覇
を
阻
止
し
、
初
優

勝
を
飾
っ
た
。

◎
優
勝
＝
谷た
に

内う
ち

美み

希き

選
手
（
大
阪
）

「
率
直
に
嬉
し
い
気
持
ち
で
す
。
決
勝
で

戦
っ
た
荒
木
選
手
は
、
昨
年
負
け
て
い
る

相
手
だ
っ
た
の
で
、
勝
つ
ぞ
と
い
う
強
い

気
持
ち
で
挑
み
ま
し
た
。
今
後
は
、
次
の

大
会
で
も
上
位
を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
」

男
子
���
㎏
級　

松
雪
直
斗（
福
岡
）

女
子
��
㎏
級　

谷
内
美
希（
大
阪
）

柔道

が
初
優
勝

柔道男子 100㎏級決勝＝松雪（上）対辻本

柔道女子 63㎏級決勝＝谷内（左）対荒木
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【
大
会
結
果
】

■
柔
道　

♢�

男
子　

▽
100
㎏
超
級
＝
①
村
上
拓
（
愛
知
）
②
名
垣
浦
佑
太
郎
（
警
視
庁
）
③
西
尾

徹（
大
阪
）、影
野
裕
和（
愛
媛
）▽
100
㎏
級
＝
①
松
雪
直
斗（
福
岡
）②
辻
本
拓
記（
兵

庫
）③
江
原
拓
巳（
埼
玉
）、小
林
大
介（
岐
阜
）▽
90
㎏
級
＝
①
木
下
智
貴（
警
視
庁
）

②
西
本
幸
弥
（
福
岡
）
③
地
﨑
亮
祐
（
千
葉
）、
盛
田
勝
義
（
鹿
児
島
）
▽
81
㎏
級

＝
①
中
園
史
寛
（
福
岡
）
②
遠
江
幸
佑
（
佐
賀
）
③
一
戸
勇
人
（
北
海
道
）、
山
下

恭
平
（
皇
宮
）
▽
73
㎏
級
＝
村
上
洋
平
（
大
阪
）
②
宮
山
翔
多
（
大
阪
）
③
小
寺
将

史
（
警
視
庁
）、
細
木
智
樹
（
皇
宮
）
▽
66
㎏
級
＝
①
西
山
祐
貴
（
警
視
庁
）
②
藤

阪
太
郎
（
大
阪
）
③
久
間
康
寛
（
警
視
庁
）、
吉
田
惟
人
（
神
奈
川
）
▽
60
㎏
級
＝

①
浅
見
喜
尚（
愛
媛
）②
松
本
拓（
千
葉
）③
泉
谷
僚
児（
兵
庫
）、守
安
大
介（
岡
山
）

♢�

女
子　

▽
70
㎏
超
級
＝
藤
原
恵
美
（
大
阪
）
②
山
中
満
紀
（
警
視
庁
）
③
岡
村
智
美

（
熊
本
）、
小
島
ひ
か
る
（
滋
賀
）
▽
70
㎏
級
＝
①
赤
嶺
麻
佑
（
沖
縄
）
②
市
川
香
代

子
（
宮
城
）
③
石
毛
春
奈
（
宮
城
）、
矢
澤
紗
瑛
（
埼
玉
）
▽
63
㎏
級
＝
①
谷
内
美

希
（
大
阪
）
②
荒
木
穂
乃
佳
（
兵
庫
）
③
黒
木
和
世
（
大
阪
）、松
尾
美
咲
（
警
視
庁
）

▽
52
㎏
級
＝
①
益
子
楓
彩
奈
（
警
視
庁
）
②
増
田
沙
由
美
（
警
視
庁
）
③
北
川
真
奈

（
埼
玉
）、
小
泉
友
香
理
（
滋
賀
）

■
剣
道

♢�

男
子
＝
①
西
村
英
久
（
熊
本
）
②
内
村
良
一
（
警
視
庁
）
③
土
谷
有
輝
（
大
阪
）、　

棈
松
慎
治
（
埼
玉
）

♢�

女
子
＝
①
松
本
弥
月
（
神
奈
川
）
②
山
本
瑶
子
（
大
阪
）
③
西
柚
衣
（
茨
城
）、
豊

丸
芳
（
大
阪
）

♢
男
子

　

決
勝
戦
は
、
準
々
決
勝
で
昨
年
王
者
の

安
藤
翔
（
北
海
道
）
を
破
っ
た
西
村
英
久

（
熊
本
）
と
、
昨
年
の
全
日
本
選
手
権
で

準
優
勝
し
た
内
村
良
一
（
警
視
庁
）
の
対

決
と
な
っ
た
。
序
盤
か
ら
一
進
一
退
の
攻

防
が
続
く
。
試
合
開
始
か
ら
３
分
�0
秒
、

西
村
が
内
村
の
隙
を
狙
っ
て
面
を
決
め
、

一
本
。
念
願
の
初
優
勝
と
な
っ
た
。

◎
優
勝
＝
西に
し

村む
ら

英ひ
で

久ひ
さ

選
手
（
熊
本
）

「
嬉
し
い
反
面
、
世
界
大
会
で
力
を
出
せ

な
か
っ
た
申
し
訳
な
さ
が
入
り
混
じ
っ
た

複
雑
な
心
境
で
し
た
。
世
界
大
会
の
個
人

戦
で
悔
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
が
、
自
分

の
背
中
を
押
し
て
く
れ
た
人
た
ち
の
気
持

ち
に
応
え
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
、
今
大

会
に
臨
み
ま
し
た
。
次
は
、
警
察
の
団
体

戦
と
全
日
本
選
手
権
で
優
勝
で
き
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」

♢

♢
女
子

　

決
勝
戦
に
は
準
々
決
勝
で
昨
年
の
覇

者
、
山
本
真
理
子
（
大
阪
）
を
破
っ
た
山

本
瑶
子
（
大
阪
）
と
、
９
月
に
行
わ
れ
た

世
界
剣
道
選
手
権
で
優
勝
し
た
松
本
弥
月

（
神
奈
川
）
の
対
決
。
序
盤
か
ら
お
互
い

に
激
し
く
攻
め
合
う
も
、
な
か
な
か
一
本

に
な
ら
ず
。
勝
敗
が
決
し
た
の
は
試
合
開

始
か
ら
４
分
�0
秒
。
鍔つ
ば

競ぜ

り
合あ

い
か
ら
山

本
の
隙
を
見
た
松
本
が
素
早
く
小
手
を
決

め
、
一
本
。
世
界
女
王
と
し
て
の
強
さ
を

見
せ
つ
け
た
。

◎
優
勝
＝
松ま
つ

本も
と

弥み

月づ
き

選
手
（
神
奈
川
）

「
２
日
前
に
全
日
本
女
子
剣
道
選
手
権
が

あ
っ
た
の
で
す
が
、
自
分
の
思
う
よ
う
な

試
合
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
今
回
は
意

地
で
も
勝
ち
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
前
面

に
出
し
ま
し
た
。
今
後
は
一
つ
一
つ
の
大

会
で
勝
つ
こ
と
を
目
標
に
頑
張
り
ま
す
」

剣道

男
子　
西
村
英
久（
熊　

本
）

女
子　
松
本
弥
月（
神
奈
川
）が
初
優
勝

剣道女子決勝＝松本（右）対山本

剣道男子決勝＝西村（左）対内村
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平
成
30
年
度
全
国
都
道
府
県
対
抗
銃
剣

道
大
会
（
主
催
＝
全
日
本
銃
剣
道
連
盟
、

後
援=

日
本
武
道
館
ほ
か
）
が
９
月
22

日
、
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

本
大
会
は
２
０
１
５
年
よ
り
、
国
体
の

銃
剣
道
競
技
が
実
施
さ
れ
な
い
年
に
開
催

さ
れ
て
お
り
、
今
年
で
第
２
回
を
迎
え

た
。
ま
た
、
今
大
会
か
ら
は
女
子
の
団
体

戦
が
公
開
競
技
と
し
て
初
の
実
施
と
な
っ

た
。
試
合
は
、
成
年
の
部
（
47
チ
ー
ム
、

選
手
・
監
督
166
名
）、
少
年
の
部
（
29
チ

ー
ム
、
115
名
）、
女
子
の
部
（
36
チ
ー
ム
、

123
名
）
の
３
部
門
で
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
を
競

っ
た
。

　

成
年
の
部
で
は
東
京
都
が
、
少
年
の

部
・
女
子
の
部
で
は
香
川
県
が
そ
れ
ぞ
れ

優
勝
を
果
た
し
た
。
ま
た
、
成
年
の
部
・

少
年
の
部
の
成
績
（
参
加
得
点
と
各
種
別

競
技
得
点
の
合
計
）
で
総
合
成
績
を
決
定

し
、
東
京
都
、
香
川
県
、
石
川
県
が
同
率

優
勝
と
な
っ
た
。

　

試
合
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
、
５
分
間

の
３
本
勝
負
。
試
合
時
間
内
に
勝
負
が
決

し
な
い
場
合
は
、
旗
判
定
に
よ
り
勝
敗
を

決
し
（
決
勝
戦
の
み
２
分
間
の
延
長
戦
を

１
回
実
施
）、
勝
者
数
の
多
い
チ
ー
ム
を

勝
ち
と
し
た
。

平成 30年度全国都道府県対抗銃剣道大会

成年の部決勝・中堅戦＝東京都・福田（左）が石川県・川村を攻める

東京都が初優勝を飾る
ともに香川県が優勝


ͷ෦

গ
ͷ෦

ࢠঁ
ͷ෦
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各
試
合
場
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
勝
ち
上

が
り
、
準
決
勝
に
進
ん
だ
の
は
静
岡
県
、

石
川
県
、東
京
都
、高
知
県
の
４
チ
ー
ム
。

準
決
勝
で
は
、
石
川
県
が
静
岡
県
を
２
―

１
で
、
東
京
都
が
高
知
県
を
２
―
１
で
降く
だ

し
、
と
も
に
初
優
勝
を
か
け
た
決
勝
へ
。

▽
決
勝

　

東
京
都　
　

２
―
１　
　

石
川
県

江
良
将
人　

上
下
︱　
　
　

角　

能
充

福
田
賢
二　
　

上
︱　
　
　

川
村
貴
嗣

山
崎
泰
弘　
　
　

︱
上　
　

石
川
治
樹　

　　

先
鋒
戦
は
東
京
都
・
江
良
対
石
川
県
・

角
。
試
合
序
盤
、
角
が
突
き
を
繰
り
出
す

が
江
良
は
そ
れ
を
う
ま
く
躱か
わ

し
、
一
本
を

取
ら
せ
な
い
。
そ
の
後
、
江
良
は
何
度
も

フ
ェ
イ
ン
ト
を
か
け
、
角
が
木
銃
を
上
げ

た
と
こ
ろ
に
上
胴
を
決
め
、
一
本
。
後
が

な
く
な
っ
た
角
も
負
け
じ
と
攻
め
る
が
一

本
な
ら
ず
。
そ
し
て
、
試
合
開
始
か
ら
３

分
後
、
江
良
が
近
間
か
ら
引
い
た
瞬
間
に

下
胴
を
決
め
、
二
本
勝
。
東
京
都
が
先
勝

す
る
。

　

続
く
中
堅
戦
は
東
京
都
・
福
田
と
石
川

県
・
川
村
の
対
戦
。
先
に
技
を
仕
掛
け
た

の
は
川
村
。
福
田
へ
勢
い
よ
く
上
胴
を
繰

り
出
す
が
、
突
き
の
当
た
り
が
甘
く
、
旗

は
上
が
ら
な
い
。
そ
の
後
、
本
戦
で
決
着

が
つ
か
ず
、
試
合
は
延
長
戦
へ
と
も
つ
れ

込
ん
だ
。
そ
し
て
、
延
長
開
始
か
ら
20
秒

後
。
川
村
が
上
胴
を
突
こ
う
と
し
た
瞬
間

に
福
田
は
そ
の
隙
へ
上
胴
を
決
め
、
一

本
。
こ
の
時
点
で
東
京
都
の
初
優
勝
が
決

定
し
た
。

　

大
将
戦
は
東
京
都
・
山
崎
と
石
川
県
・

石
川
の
対
決
。
山
崎
が
後
ろ
に
下
が
っ
た

瞬
間
に
石
川
が
勢
い
よ
く
上
胴
を
突
き
、

一
本
。
そ
の
ま
ま
、
試
合
終
了
と
な
り
、

石
川
が
一
本
勝
。
大
将
と
し
て
の
意
地
を

見
せ
た
。

◎
優
勝
＝
東
京
都
・
江
良
将
人
監
督
（
先
鋒
）

「
都
道
府
県
大
会
や
国
体
な
ど
の
３
人
制

大
会
で
１
回
も
準
優
勝
・
優
勝
を
し
た
こ

と
が
な
か
っ
た
の
で
、
本
当
に
光
栄
で

す
。
自
分
が
監
督
で
一
番
先
輩
だ
っ
た
の

で
、
先
鋒
と
し
て
絶
対
１
勝
を
取
っ
て
く

る
と
い
う
気
持
ち
で
試
合
に
臨
み
ま
し

た
。
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
を
信
じ
て
優
勝

で
き
た
こ
と
が
本
当
に
嬉
し
い
で
す
。
次

の
目
標
は
全
日
本
銃
剣
道
優
勝
大
会
史
上

初
の
４
回
目
の
優
勝
に
向
け
て
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

■
成
年
の
部
（
３
人
制
・
47
チ
ー
ム
）

成年の部・優勝＝東京都
前列左から先鋒・監督＝江
良将人、次鋒＝福田賢二、
大将＝山崎泰弘

成年の部決勝・先鋒戦
＝東京都・江良（右）が角に下胴を決める

成年の部決勝・次鋒戦
＝東京都・福田（左）が川村に上胴を決める
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▽
決
勝

　

香
川
県　
　

３
―
０　
　

北
海
道

山
口
楓
太　
　

判
―　
　
　
寒
河
江
優
斗

河
﨑
要
甫　

下
上
―　
　
　

堀
口　

響

内
藤
介
斗　

下
下
―　
　
　

堀
口　

授

　

先
鋒
戦
は
香
川
県
・
山
口
と
北
海
道
・

寒さ

が

え
河
江
の
対
決
。
試
合
序
盤
、
寒
河
江
が

山
口
を
激
し
く
攻
め
る
が
、
山
口
は
そ
れ

を
冷
静
に
捌さ
ば

く
。
そ
の
後
も
お
互
い
に
攻

防
を
続
け
る
が
、
な
か
な
か
一
本
は
決
ま

ら
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
ま
ま
本
戦
・
延

長
戦
が
終
了
し
、
勝
負
の
行
方
は
判
定
に

委
ね
ら
れ
た
。
判
定
は
白
旗
が
３
本
上
が

り
、
香
川
県
・
山
口
が
勝
利
し
た
。

　

続
く
中
堅
戦
、
香
川
県
・
河
﨑
と
北
海

道
・
堀
口
（
響
）
の
対
戦
。
先
に
技
を
仕

掛
け
た
の
は
河
﨑
。
堀
口
（
響
）
へ
鋭
い

下
胴
を
突
き
、
一
本
。
後
が
な
く
な
っ
た

堀
口
（
響
）
は
果
敢
に
攻
め
の
姿
勢
を
見

せ
る
も
、
旗
は
上
が
ら
ず
。
そ
の
後
、
堀

口
（
響
）
が
再
度
、
前
に
出
た
瞬
間
に
河

﨑
は
そ
の
隙
へ
上
胴
を
決
め
、
二
本
勝
。

こ
の
時
点
で
香
川
県
の
優
勝
が
決
定
す

る
。

　

大
将
戦
は
、
北
海
道
・
堀
口
（
授
）
と

香
川
県
・
内
藤
の
顔
合
せ
。
両
者
、
試
合

開
始
の
合
図
と
同
時
に
下
胴
へ
飛
び
込
ん

だ
。
旗
は
白
旗
が
３
本
上
が
り
、
内
藤
が

先
取
。
そ
の
後
、
内
藤
が
鋭
い
下
胴
を
決

め
、
二
本
勝
と
な
る
。
香
川
県
は
前
回
王

者
と
し
て
の
貫
禄
を
見
せ
つ
け
た
。

◎
優
勝
＝
香
川
県
・
山
口
楓
太
選
手

「
７
月
の
高
校
生
大
会
で
優
勝
し
て
い
た

の
で
、
絶
対
に
２
冠
獲
る
と
い
う
気
持
ち

が
強
か
っ
た
で
す
。
こ
の
大
会
に
向
け
て

は
、
団
結
力
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
心
が
け

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
銃
剣
道
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
他

の
大
会
で
も
上
位
に
食
い
込
め
る
よ
う
、

稽
古
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

◎
優
勝
＝
香
川
県
・
石
川
慎
也
監
督

「
男
子
の
チ
ー
ム
は
高
校
生
大
会
で
も
優

勝
し
て
い
た
の
で
、
絶
対
２
冠
を
獲
る
と

い
う
気
持
ち
で
、
驕お
ご

る
こ
と
な
く
練
習
を

積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。
高
校
生
大
会
が

終
わ
っ
て
か
ら
、
基
本
に
立
ち
返
り
練
習

を
し
っ
か
り
で
き
た
の
が
、
今
回
の
結
果

に
繋つ
な

が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
大
会
に

向
け
て
諦
め
る
な
、
粘
り
強
く
行
け
と
練

習
の
中
か
ら
言
い
聞
か
せ
て
き
ま
し
た
。

明
日
か
ら
は
ま
た
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

で
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」

■
少
年
の
部
（
３
人
制
・
29
チ
ー
ム
）

少年の部・優勝＝香川県
前列右から監督＝石川慎也、先鋒＝山口
楓太、中堅＝河﨑要甫、大将＝内藤介斗

少年の部決勝・中堅戦
＝香川県・河﨑（右）が下胴を決める

少年の部決勝・大将戦
＝香川県・内藤（右）が下胴を決める
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▽
決
勝

　

香
川
県　
　

３
―
０　
　

三
重
県

森　

夏
海　

下
上
―　
　
　

山
田
麻
耶

松
本
亜
衣
奈　
　

下
―　
　
　

山
本　

彩

吉
見
風
香　

上
上
―　
　
　

森　

万
弥

　　

先
鋒
戦
は
香
川
県
・
森
と
三
重
県
・
山

田
の
対
戦
。
試
合
開
始
と
同
時
に
お
互
い

突
き
を
繰
り
出
す
と
白
旗
２
本
、
赤
旗
１

本
が
上
が
り
、森
が
先
制
す
る
。そ
の
後
、

試
合
開
始
か
ら
２
分
�0
秒
後
、
森
は
、
素

早
く
上
胴
を
決
め
、
二
本
勝
。
香
川
県
が

リ
ー
ド
す
る
。

　

続
く
中
堅
戦
は
、
香
川
県
・
松
本
対
三

重
県
・
山
本
。
試
合
開
始
直
後
、
松
本
が

間
合
い
を
つ
め
、
そ
の
ま
ま
下
胴
を
決
め

る
。
そ
の
後
も
一
進
一
退
の
攻
防
を
繰
り

返
す
も
技
は
決
ま
ら
ず
、
試
合
終
了
。
こ

の
時
点
で
香
川
県
の
優
勝
が
決
定
。

　

大
将
戦
は
、
香
川
県
・
吉
見
と
三
重
県
・

森
の
顔
合
せ
。
先
に
勝
負
を
仕
掛
け
た
の

は
森
。
互
い
に
突
き
合
う
中
で
上
胴
を
繰

り
出
す
が
旗
は
一
本
し
か
上
が
ら
な
い
。

そ
の
直
後
、
吉
見
が
一
瞬
引
い
た
森
へ
上

胴
を
決
め
、
一
本
先
取
。
勢
い
に
乗
っ
た

吉
見
は
森
に
再
度
上
胴
を
繰
り
出
し
、
二

本
勝
。〝
高
校
生
チ
ー
ム
〟の
香
川
県
が
、

〝
自
衛
官
チ
ー
ム
〟
の
三
重
県
を
下
し
、

優
勝
を
果
た
し
た
。
ま
た
、
香
川
県
は
少

年
の
部
に
続
き
、
女
子
の
部
の
決
勝
戦
に

お
い
て
も
３
勝
。
圧
倒
的
な
強
さ
を
見
せ

つ
け
た
。

◎
優
勝
＝
香
川
県
・
森
夏
海
選
手

「
優
勝
出
来
た
こ
と
が
非
常
に
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
大
会
が
少
な
い
の
で
練
習
を
休

ま
ず
、
毎
日
一
つ
一
つ
目
標
を
持
っ
て
練

習
し
て
き
ま
し
た
。
決
勝
戦
は
自
衛
官
が

相
手
だ
っ
た
の
で
、
負
け
る
か
な
と
思
い

ま
し
た
が
、
仲
間
を
信
じ
て
い
た
の
で
、

一
本
取
っ
た
瞬
間
、
行
け
る
な
と
思
い
ま

し
た
。
銃
剣
道
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し

て
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」

【
大
会
結
果
】

■
成
年
の
部

①
東
京
都
　
②
石
川
県
　
③
静
岡
県

■
少
年
の
部

①
香
川
県
　
②
北
海
道
　
③
宮
城
県

■
女
子
の
部

①
香
川
県
　
②
三
重
県
　
③
千
葉
県

■
総
合
優
勝

東
京
都
／
香
川
県
／
石
川
県（
同
率
）

■
女
子
の
部
（
３
人
制
・
36
チ
ー
ム
）

女子の部決勝・先鋒戦＝香川県・森（右）が下胴を決める女子の部決勝・中堅戦＝香川県・松本（左）が攻める

女子の部・優勝＝香川県
前列右から監督＝石川慎也、先鋒＝森夏
海、中堅＝松本亜衣奈、大将＝吉見風香
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第
６
回
全
国
少
林
寺
拳
法
指
導
者
研
修

会
（
主
催
＝
日
本
武
道
館
、
少
林
寺
拳
法

連
盟
、
後
援
＝
ス
ポ
ー
ツ
庁
、
日
本
武
道

協
議
会
）
は
９
月
��
日
〜
��
日
、
日
本
武

道
館
研
修
セ
ン
タ
ー
（
千
葉
県
勝
浦
市
）

で
、
講
師
９
名
、
参
加
者
��
名
が
集
ま
っ

て
行
わ
れ
た
。

　

今
回
は
昨
年
ま
で
の
内
容
を
一
新
し
、

中
学
校
保
健
体
育
科
に
お
け
る
少
林
寺
拳

法
授
業
実
施
に
向
け
て
、
教
員
や
外
部
指

導
者
の
資
質
向
上
を
目
的
に
実
施
し
た
。

■
１
日
目
（
９
月
��
日
）

　

開
講
式
で
は
ま
ず
、
川
島
一
浩
少
林
寺

拳
法
連
盟
会
長
が
挨
拶
し
た
。

「
昨
今
、
武
道
界
、
ス
ポ
ー
ツ
界
で
残
念

な
不
祥
事
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
少
林
寺

拳
法
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
も
重
要
な
課
題

で
す
。
研
修
会
を
通
じ
て
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
根
絶
に
も
触
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
今
回
は
中
学
校
に

お
け
る
少
林
寺
拳
法
授
業
に
特
化
し
た
内

容
で
進
め
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
が
中
学

校
、
高
校
、
大
学
の
ク
ラ
ブ
活
動
に
も
つ

な
が
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
内
容
が
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
に
わ
た
り
ま
す
が
積
極
的
な
姿
勢
で
臨

ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
」

　

次
に
、
三
藤
芳
生
日
本
武
道
館
常
任
理

事
・
事
務
局
長
が
挨
拶
に
立
っ
た
。

「
次
期
学
習
指
導
要
領
に
武
道
９
種
目
が

並
列
明
記
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
研
修
会
で

は
指
導
者
の
資
質
と
と
も
に
指
導
力
の
向

上
が
大
事
で
す
。
中
学
校
の
生
徒
、
門
下

生
の
指
導
に
対
し
て
、
少
林
寺
拳
法
の
良

さ
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
か
。
今
回
の
講

師
に
は
総
裁
、
会
長
ほ
か
素
晴
ら
し
い
先

生
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
わ
か
り
や
す
い

指
導
内
容
、
学
習
内
容
、
効
果
の
上
が
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
内

容
を
素
直
に
し
っ
か
り
受
け
取
っ
て
い
た

だ
い
て
、
指
導
力
の
向
上
に
役
立
て
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
」

　

開
講
式
後
は
宗
由
貴
特
別
講
師
が
「
中

学
時
代
に
養
う
べ
き
生
き
る
力
」
と
題
し

て
講
義
を
行
っ
た
。
そ
の
中
で
宗
特
別
講

師
は
、
少
林
寺
拳
法
を
稽
古
し
て
い
る
指

導
者
に
出
会
っ
た
お
か
げ
で
自
分
の
人
生

の
可
能
性
を
信
じ
て
生
き
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
障
害
を
持
つ
中
学
生
の

話
を
紹
介
し
な
が
ら
、
少
林
寺
拳
法
に
は

心
に
響
く
も
の
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
の

が
大
事
だ
と
し
た
。

『
中
学
校
武
道
必
修
化
指
導
書
Ｄ
Ｖ
Ｄ
』

の
上
映
に
続
い
て
、
川
島
一
浩
講
師
に
よ

る
基
本
諸
法
の
指
導
が
行
わ
れ
た
。

中学校授業に特化して研修
第６回全国少林寺拳法指導者研修会

川島一浩講師による基本諸法の指導
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そ
の
後
は
４
班
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

号
令
法（
安
田
智と
し

幸ゆ
き

講
師
）、リ
ズ
ム
法（
小

井
講
師
）、
か
か
り
稽
古
法
（
合
田
雅
彦

講
師
）、初
心
者
指
導
（
髙
坂
正
治
講
師
）

が
行
わ
れ
た
。

　

続
い
て
、
川
島
講
師
が
「
少
林
寺
拳
法

の
概
念
と
組
織
」
と
題
し
て
講
義
を
行

い
、
少
林
寺
拳
法
の
原
点
か
ら
連
盟
の
現

状
、
課
題
に
つ
い
て
述
べ
た
。

　

次
に
、
中
島
講
師
が
「
効
果
的
な
授
業

展
開
へ
の
取
り
組
み
」
と
題
し
て
、
授
業

で
少
林
寺
拳
法
を
採
用
さ
れ
る
た
め
に
必

要
な
知
識
を
講
義
し
た
。

　

午
前
中
の
４
班
を
さ
ら
に
班
分
け
し
、

計
1�
班
が
そ
れ
ぞ
れ
20
分
程
度
の
指
導
案

を
作
成
し
た
。
そ
の
後
、
そ
の
指
導
案
を

も
と
に
模
擬
授
業
を
行
っ
た
。

■
３
日
日
（
９
月
��
日
）

　

鎮
魂
行
の
あ
と
、
安
田
講
師
が
「
少
林

寺
拳
法
授
業
の
評
価
法
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
講
義
を
行
っ
た
。
中
学
校
の
授
業
で

の
指
導
と
部
活
動
や
道
場
で
の
指
導
の
違

い
と
し
て
、
①
少
林
寺
拳
法
を
や
り
た
い

生
徒
ば
か
り
で
は
な
い
こ
と
、
②
運
動
が

苦
手
な
生
徒
も
い
る
こ
と
、
③
多
く
を
教

え
な
い
こ
と
、
④
必
要
な
こ
と
は
し
っ
か

り
教
え
る
こ
と
、
⑤
安
全
面
に
注
意
す
る

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
た
。
次
に
、
学
習
指
導

要
領
に
あ
る
観
点
を
解
説
。
平
成
28
年
度

中
学
校
武
道
授
業
（
少
林
寺
拳
法
）
指
導

法
研
究
事
業
の
模
擬
授
業
に
お
い
て
、
演

武
発
表
の
映
像
を
流
し
な
が
ら
、
参
加
者

そ
れ
ぞ
れ
が
評
価
を
行
っ
た
。
最
後
に
安

田
講
師
は
、
評
価
は
優
劣
を
つ
け
る
よ
り

も
、
で
き
た
と
い
う
達
成
感
を
持
っ
て
生

活
し
て
い
け
る
よ
う
な
評
価
基
準
を
作
っ

て
あ
げ
る
こ
と
が
大
事
だ
と
強
調
し
た
。

　

続
い
て
、
合
田
講
師
よ
り
研
修
会
の
講

評
が
述
べ
ら
れ
た
。

「
３
日
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

研
修
会
を
通
じ
て
、
少
林
寺
拳
法
を
知
ら

な
い
先
生
で
も
授
業
が
で
き
る
と
い
う
確

信
を
持
ち
ま
し
た
。
都
道
府
県
に
帰
っ

て
、
一
つ
で
も
多
く
の
採
用
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。
Ｔ
２
の
先
生
に
知
っ
て
お
い
て

ほ
し
い
の
は
、
授
業
に
は
年
間
計
画
が
あ

る
の
で
、
年
度
途
中
で
の
変
更
は
難
し
い

こ
と
で
す
。
県
連
単
位
で
地
道
な
働
き
か

け
を
行
っ
て
ほ
し
い
で
す
」

◇

　

閉
講
式
で
は
参
加
者
に
修
了
証
を
授
与

し
た
後
、
川
島
会
長
と
松
尾
貴
之
日
本
武

道
館
振
興
課
長
が
挨
拶
を
行
い
、
全
日
程

を
終
了
し
た
。

（
文
責
・
日
本
武
道
館
振
興
課
）

　

夜
は
班
別
討
論
が
行
わ
れ
た
。
は
じ
め

に
、
小お

井い

寿ひ
さ

史し

講
師
が
武
道
必
修
化
の
現

状
と
課
題
を
講
義
し
た
あ
と
、
授
業
に
お

け
る
少
林
寺
拳
法
の
価
値
を
テ
ー
マ
に
、

班
ご
と
の
討
論
を
行
っ
た
。

■
２
日
目
（
９
月
��
日
）

　

鎮
魂
行
の
あ
と
、
中
島
正
樹
講
師
に
よ

る
技
術
指
導
が
、
中
学
校
保
健
体
育
科
の

少
林
寺
拳
法
授
業
1
回
目
を
想
定
し
た
も

の
と
し
て
行
わ
れ
た
。
準
備
運
動
、
礼
法

の
解
説
、
動
的
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
い
、
他

者
と
の
合
掌
礼
の
合
わ
せ
方
、
座
り
方
、

立
ち
方
の
解
説
を
し
た
。
続
い
て
、
６
人

グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
全
員
で
タ
イ
ミ
ン
グ

を
合
わ
せ
な
が
ら
立
ち
座
り
を
行
っ
た
。

次
に
開
足
中
段
構
か
ら
上
段
突
、
中
段

突
、
下
段
突
、
中
段
蹴
を
指
導
し
た
。

少林寺拳法未経験者による模擬授業

少林寺拳法未経験者に対する基本技術指導
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平
成
��
年
９
月
��
日
か
ら
��
日
ま
で
の

３
日
間
、
第
��
回
世
界
剣
道
選
手
権
大
会

が
韓
国
・
仁
川
市
の
南
洞
体
育
館
に
お
い

て
国
際
剣
道
連
盟
（
Ｆ
Ｉ
Ｋ
）
主
催
、
大

韓
剣
道
会
主
管
で
開
催
さ
れ
た
。

　

世
界
剣
道
選
手
権
大
会（
Ｗ
Ｋ
Ｃ
）は
、

１
９
７
０
年
に
第
１
回
大
会
が
日
本
武
道

館
で
開
催
さ
れ
て
か
ら
、
３
年
毎
に
主
管

国
を
ア
ジ
ア
、
ア
メ
リ
カ
及
び
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
各
ゾ
ー
ン
持
ち
回
り
で
開
催
し
て
き

た
。
韓
国
で
の
世
界
大
会
開
催
は
、
１
９

８
８
年
ソ
ウ
ル
で
の
第
７
回
大
会
以
来
で

�0
年
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

　

今
大
会
1�
Ｗ
Ｋ
Ｃ
に
は
、
��
カ
国
・
地

域
か
ら
前
回
を
上
回
る
��1
名
の
選
手
が
参

加
し
、
予
選
リ
ー
グ
は
６
試
合
場
で
行
わ

れ
た
。
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は
従
来
通
り

４
試
合
場
で
行
っ
た
が
、
世
界
大
会
を
６

試
合
場
で
行
っ
た
の
は
初
め
て
で
あ
る
。

　

ま
た
、
試
合
場
が
増
え
た
こ
と
に
よ

り
、
審
判
主
任
、
審
判
員
も
増
員
と
な
っ

た
う
え
、
透
明
性
、
公
平
性
等
の
観
点
か

ら
、
審
判
員
の
配
置
決
定
に
は
ク
ジ
に
よ

る
抽
選
を
取
り
入
れ
た
。
こ
の
こ
と
も
初

め
て
で
あ
っ
た
が
、
主
管
の
大
韓
剣
道
会

関
係
者
の
懸
命
な
準
備
、
運
営
の
結
果
、

予
想
以
上
に
順
調
で
あ
っ
た
。

日本が団体・個人で男女とも優勝
ୈ ��ճੈքಓબखݖେձ
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大
会
初
日
は
、
開
会
式
で
の
国
際
剣
道

連
盟
張
富
士
夫
会
長
の
挨
拶
、
主
管
国
の

大
韓
剣
道
会
李
種
林
会
長
の
挨
拶
の
他
来

賓
の
祝
辞
等
が
あ
っ
た
後
、
梯
正
治
範
士

と
中
田
琇
士
範
士
に
よ
る
日
本
剣
道
形
の

演
武
、
韓
国
の
朝
ち
ょ
う

鮮せ
ん

勢せ
い

法ほ
う

の
演
武
が
行
わ

れ
、
男
子
個
人
戦
の
開
始
と
な
っ
た
。

◇

▽
男
子
個
人
戦
は
、
各
国
・
地
域
最
大
４

名
ま
で
の
選
手
登
録
が
可
能
で
あ
り
、
��

カ
国
・
地
域
か
ら
20�
名
の
選
手
が
参
加
し

た
。
日
本
か
ら
は
、
勝
見
洋
介
、
西
村
英

久
、
安
藤
翔
、
竹
ノ
内
佑
也
の
４
選
手
が

参
加
し
た
。

　

日
本
選
手
４
名
は
、
そ
れ
ぞ
れ
３
名
で

の
予
選
リ
ー
グ
を
二
本
勝
し
て
、
難
な
く

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
ん
だ
。

　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
、
４
つ
の
ブ

ロ
ッ
ク
に
日
本
選
手
が
一
人
ず
つ
割
り
振

ら
れ
て
い
た
が
、
第
１
ブ
ロ
ッ
ク
の
勝

見
が
準
々
決
勝
（
５
回
戦
）
で
韓
国
の

#�1BSL

に
胴
を
決
め
ら
れ
敗
退
し
、
第

２
ブ
ロ
ッ
ク
の
西
村
が
３
回
戦
で
韓
国
の

+�+P

に
小
手
二
本
を
と
ら
れ
て
敗
退
し

た
。第
３
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、竹
ノ
内
が
準
々

決
勝
で
米
国
の)BUBLFZBNB

を
面
の
二

本
勝
で
破
り
、
準
決
勝
に
進
ん
だ
。
第
４

ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
安
藤
が
準
々
決
勝
で
韓

国
の.

�+BOH

を
延
長
の
末
、
小
手
を
決

め
、
準
決
勝
に
進
ん
だ
。

　

そ
の
結
果
、
準
決
勝
の
一
方
は
、
韓
国

選
手
同
士
、
他
方
は
日
本
人
選
手
同
士
の

試
合
と
な
っ
た
。

　

準
決
勝
の+�+P

対#�1BSL

戦
は
、

+�+P

が
勝
利
し
決
勝
に
進
ん
だ
。
も
う

一
方
の
準
決
勝
、
竹
ノ
内
対
安
藤
の
対
戦

は
、
５
分
間
で
決
着
が
つ
か
ず
、
延
長
の

末
、
安
藤
の
面
が
決
ま
り
、
決
勝
戦
は
、

日
本
の
安
藤
と
韓
国
の+�+P

と
の
間
で

行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

決
勝
戦
で
は
、
序
盤
に
安
藤
が
面
を
決

め
一
本
先
取
し
た
が
、
そ
の
後
、
攻
め
が

消
極
的
に
な
り
反
則
を
取
ら
れ
た
。
反
則

を
取
ら
れ
た
後
の
安
藤
は
、
再
び
積
極
的

に
攻
め
、
見
事
に
二
本
目
の
面
を
決
め
、

優
勝
を
勝
ち
取
っ
た
。

男子個人・決勝＝安藤翔（右）対 J.Jo

日本剣道形
梯正治範士（左）と中田琇士範士（右）韓国の朝鮮勢法

１
日
目
（
９
月
��
日
、
開
会
式
、
男

子
個
人
戦
）
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▽
女
子
個
人
戦
に
は
、
��
カ
国
・
地
域
か

ら
1�1
名
の
選
手
が
参
加
し
た
。
日
本
か
ら

は
、山
本
真
理
子
、藤
本
美
、松
本
弥
月
、

妹
尾
舞
香
の
４
選
手
が
参
加
し
た
。
４
選

手
と
も
予
選
リ
ー
グ
の
２
試
合
及
び
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
の
準
々
決
勝
ま
で
順
調
に
勝
ち

上
が
り
、
準
決
勝
は
４
人
の
日
本
選
手
同

士
の
試
合
と
な
っ
た
。

　

準
決
勝
の
一
方
は
、
妹
尾
対
山
本
、
他

方
は
、
藤
本
対
松
本
と
な
っ
た
。
山
本
が

妹
尾
を
小
手
で
降
し
、
松
本
は
藤
本
を
面

で
降
し
、
決
勝
戦
に
進
ん
だ
。

　

山
本
は
世
界
大
会
４
度
目
の
出
場
で
今

回
日
本
選
手
団
女
子
の
主
将
で
あ
り
、
対

す
る
松
本
は
前
回
の
女
子
個
人
戦
優
勝
者

と
い
う
注
目
の
決
勝
戦
と
な
っ
た
。
お
互

い
に
攻
め
合
い
が
続
い
た
中
盤
、
松
本

は
、
山
本
の
引
き
逆
胴
が
不
充
分
な
と
こ

ろ
を
す
か
さ
ず
面
に
決
め
、
さ
ら
に
後

半
、
小
手
を
決
め
て
勝
利
。
世
界
大
会
女

子
個
人
戦
の
２
連
覇
を
達
成
し
た
。

◇

▽
女
子
の
個
人
戦
に
続
き
女
子
団
体
戦
が

行
わ
れ
た
。

　

女
子
団
体
戦
に
は
、
�8
カ
国
・
地
域
が

参
加
し
た
。

　

日
本
女
子
チ
ー
ム
は
、
山
本
真
理
子
、

松
本
弥
月
、
渡
邊
タ
イ
、
高
橋
萌
子
、
冨

永
比
奈
野
、
松
本
智
香
、
竹
中
美
帆
の
７

名
の
選
手
か
ら
毎
回
の
よ
う
に
編
成
が
変

更
さ
れ
た
５
名
が
試
合
に
臨
ん
だ
。
予
選

リ
ー
グ
で
メ
キ
シ
コ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
及
び

英
国
を
い
ず
れ
も
５
―
０
で
破
り
、
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
入
っ
て
か
ら
は
、
１
回

戦
の
フ
ラ
ン
ス
、
２
回
戦
の
セ
ル
ビ
ア
、

準
決
勝
戦
の
カ
ナ
ダ
に
勝
ち
、
決
勝
戦
に

進
ん
だ
。

　

決
勝
戦
で
は
、
日
本
女
子
チ
ー
ム
は
、

先
鋒
・
渡
邊
、
次
鋒
・
高
橋
、
中
堅
・
冨
永
、

副
将
・
山
本
、
大
将
・
松
本
（
弥
）
の
選

手
編
成
で
、
韓
国
チ
ー
ム
と
対
戦
し
た
。

　

先
鋒
の
渡
邊
が
韓
国
の
先
鋒
と
引
き
分

け
た
後
、
次
鋒
の
高
橋
が
き
れ
い
な
面
で

一
本
勝
を
し
、
日
本
が
リ
ー
ド
し
た
。
中

堅
の
冨
永
は
上
段
で
攻
め
る
も
引
分
と
な

り
、
副
将
の
山
本
も
慎
重
か
つ
動
き
良
く

攻
め
た
が
引
き
分
け
、
大
将
戦
に
繋つ
な

い

だ
。
大
将
の
松
本
は
、
開
始
早
々
面
を
決

め
、
そ
の
後
は
慎
重
に
攻
め
、
途
中
反
則

を
宣
言
さ
れ
た
が
、
４
分
間
の
試
合
時
間

の
最
後
ま
で
凌し
の

い
で
一
本
勝
と
し
た
。
結

果
、
２
―
０
で
韓
国
チ
ー
ム
を
破
り
日
本

の
優
勝
と
な
っ
た
。

女子団体決勝・副将戦＝山本真理子（右） 女子個人・決勝＝松本弥月（右）対山本真理子

２
日
目
（
９
月
��
日
、女
子
個
人
戦
、

女
子
団
体
戦
）



�� 月刊「武道」　2018．11

▽
男
子
団
体
戦
に
は
、
��
カ
国
・
地
域
が

参
加
し
た
。

　

日
本
男
子
チ
ー
ム
は
、
大
城
戸
知
、
西

村
英
久
、
竹
下
洋
平
、
安
藤
翔
、
前
田
康

喜
、
竹
ノ
内
佑
也
、
星
子
啓
太
の
７
名
の

選
手
か
ら
、
毎
回
、
相
手
チ
ー
ム
に
応
じ

て
５
名
が
編
成
さ
れ
試
合
に
臨
ん
だ
。
予

選
リ
ー
グ
で
の
、
対
ラ
ト
ビ
ア
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
及
び
ル
ー
マ
ニ
ア
さ
ら
に
、

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
入
っ
て
か
ら
も
、

１
回
戦
の
中
華
人
民
共
和
国
、
２
回
戦
の

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
準
決
勝
の
チ
ャ
イ
ニ
ー

ズ
・
タ
イ
ペ
イ
に
対
し
て
も
全
て
５
―
０

で
勝
ち
、
決
勝
に
進
ん
だ
。

　

決
勝
戦
で
は
、
日
本
男
子
チ
ー
ム
は
、

先
鋒
前
田
、
次
鋒
星
子
、
中
堅
竹
ノ
内
、

副
将
西
村
、
大
将
安
藤
の
選
手
編
成
で
、

韓
国
チ
ー
ム
と
対
戦
し
た
。

　

先
鋒
の
前
田
は
序
盤
で
面
を
先
取
さ
れ

た
も
の
の
、
�0
秒
も
経
た
ず
に
面
を
取
り

返
し
、
そ
の
後
は
お
互
い
に
慎
重
な
攻
め

合
い
で
引
き
分
け
と
な
っ
た
。
次
鋒
の
星

子
は
小
手
を
決
め
、
一
本
勝
と
し
、
続
く

中
堅
の
竹
ノ
内
選
手
も
見
事
な
面
を
決

め
、
こ
の
時
点
で
日
本
が
２
―
０
と
リ
ー

ド
し
た
。
副
将
の
西
村
は
、
面
を
先
取
し

た
が
、
相
手
に
二
本
取
り
返
さ
れ
、
日
本

対
韓
国
が
２
―
１
の
状
態
で
大
将
戦
と
な

っ
た
。

　

大
将
の
安
藤
は
、
面
を
先
取
し
た
も
の

の
、
そ
の
後
、
面
を
取
り
返
さ
れ
、
７
０

０
０
名
を
超
え
る
観
衆
の
見
守
る
中
で
緊

迫
す
る
戦
い
が
続
い
た
が
、
５
分
間
経
過

の
笛
の
音
が
響
き
、
大
将
戦
は
引
分
と
な

り
、
日
本
男
子
チ
ー
ム
の
優
勝
が
確
定
し

た
。

◇

　

こ
の
後
、
男
子
団
体
戦
の
表
彰
式
が
あ

り
、
続
い
て
張
会
長
に
よ
る
閉
会
挨
拶
、

韓
国
の
李
会
長
か
ら
次
回
開
催
国
フ
ラ
ン

ス
の
マ
ラ
シ
ス
会
長
へ
Ｆ
Ｉ
Ｋ
の
バ
ナ
ー

（
過
去
の
大
会
の
ロ
ゴ
を
記
し
た
幕
）
の

引
き
渡
し
が
あ
り
、
1�
Ｗ
Ｋ
Ｃ
が
終
了
し

た
。

男子団体決勝・中堅戦＝竹ノ内佑也（左）

男子団体決勝・大将戦＝安藤翔（右）

３
日
目
（
９
月
��
日
、男
子
団
体
戦
、

閉
会
式
）
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今
回
の
大
会
が
大
き
な
混
乱
も
な
く
成

功
裡
に
終
了
し
た
こ
と
は
、
主
管
の
大
韓

剣
道
会
関
係
者
の
準
備
・
運
営
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い

が
、
日
本
選
手
団
の
中
で
剣
道
の
文
化
、

伝
統
を
守
る
と
い
う
共
通
意
識
が
根
付
い

て
い
た
か
ら
で
も
あ
る
と
言
え
よ
う
。
日

本
選
手
団
の
髙
橋
俊
昭
総
監
督
は
、「
地

元
で
の
開
催
の
韓
国
チ
ー
ム
と
の
厳
し
い

ア
ウ
ェ
イ
戦
を
覚
悟
し
た
が
、
剣
道
と
い

う
日
本
の
伝
統
文
化
を
守
る
た
め
勝
つ
こ

と
が
使
命
で
あ
り
責
任
で
あ
る
と
の
意
識

で
、
ま
た
、
一
つ
で
も
落
と
す
と
日
本
の

剣
道
が
崩
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
い

う
気
持
ち
で
監
督
、
コ
ー
チ
、
選
手
に
意

識
付
け
を
何
回
も
行
っ
た
の
が
完
全
勝
利

に
繋
が
っ
た
と
考
え
ま
す
」
と
明
確
に
述

べ
て
い
た
。
ま
た
、
同
総
監
督
は
、「
い

ろ
い
ろ
な
場
面
を
想
定
し
、
冷
静
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
し
、
ま
た
、
積
極
的
な
試

合
展
開
を
し
て
常
に
戦
い
を
リ
ー
ド
で
き

た
の
が
良
い
結
果
と
な
っ
た
と
思
い
ま

す
」
と
振
り
返
っ
て
い
た
が
、
選
手
も
同

様
の
趣
旨
を
述
べ
て
い
た
。

　

女
子
個
人
戦
連
覇
を
達
成
し
た
松
本
弥

月
選
手
は
、「
ア
ウ
ェ
イ
の
韓
国
で
日
本

人
チ
ー
ム
、
個
人
と
も
優
勝
で
き
た
の
は

練
習
の
成
果
で
あ
り
良
か
っ
た
で
す
。
個

人
戦
で
は
日
本
人
同
士
４
人
の
戦
い
に
な

っ
た
が
、
一
緒
に
頑
張
っ
て
き
た
の
で
決

着
は
避
け
た
か
っ
た
し
、
ミ
ス
し
た
人
が

負
け
る
と
の
感
覚
で
し
た
」
と
述
べ
た
。

【
大
会
結
果
】

▽
男
子
団
体

　

優　

勝
＝
日
本

　

準
優
勝
＝
大
韓
民
国

　

第
３
位
＝
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
タ
イ
ペ
イ

　
　
　
　
　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

▽
女
子
団
体

　

優　

勝
＝
日
本

　

準
優
勝
＝
大
韓
民
国

　

第
３
位
＝
カ
ナ
ダ

　
　
　
　
　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

▽
男
子
個
人

　

優　

勝
＝
安
藤　

翔

　

準
優
勝
＝+JO�:

POH�+0

（
韓
国
）

　

第
３
位
＝#ZVOH�)PPO�1"3,

（
韓
国
）

　
　
　
　
　

竹
ノ
内
佑
也

▽
女
子
個
人

　

優　

勝
＝
松
本
弥
月

　

準
優
勝
＝
山
本
真
理
子

　

第
３
位
＝
藤
本　

美

　
　
　
　
　

妹
尾
舞
香

ま
た
、「
団
体
戦
の
決
勝
で
の
大
将
に
つ

い
て
は
、
宮
崎
監
督
か
ら
直
前
に
言
わ
れ

た
が
、
ど
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
も
ど
ん
な
場

面
で
も
試
合
す
る
よ
う
練
習
し
て
き
た
の

で
状
況
に
合
わ
せ
て
実
行
し
ま
し
た
」
と

の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
ブ
ー
イ

ン
グ
に
つ
い
て
「
起
き
な
か
っ
た
と
い
う

よ
り
、
起
こ
さ
せ
な
か
っ
た
」
と
の
言
葉

が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　

男
子
個
人
戦
優
勝
の
安
藤
翔
選
手
は
、

「
過
去
に
日
本
人
選
手
が
個
人
戦
で
優
勝

を
落
と
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
、
自

分
が
勝
た
な
け
れ
ば
と
い
う
気
持
ち
で
臨

み
ま
し
た
。
序
盤
で
面
を
取
っ
た
が
、
途

中
反
則
を
取
ら
れ
て
、
も
う
一
度
攻
め
直

そ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
、
面
が
取
れ

ま
し
た
。
団
体
戦
の
大
将
は
、
個
人
戦
優

勝
の
直
後
に
石
田
監
督
か
ら
言
わ
れ
ま
し

た
。
団
体
戦
で
は
、
何
と
し
て
も
チ
ー
ム

の
勝
利
に
繋
げ
た
い
と
の
気
持
ち
で
戦
い

ま
し
た
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、「
韓
国
へ

出
か
け
る
直
前
に
北
海
道
で
地
震
が
あ
り

同
僚
の
警
察
官
が
停
電
対
応
や
復
旧
作
業

を
し
て
い
る
中
、
世
界
大
会
に
行
っ
て
も

良
い
の
か
と
心
苦
し
い
か
っ
た
の
で
良
い

結
果
を
残
し
た
い
思
い
で
戦
っ
た
」
と
の

言
葉
が
感
動
的
で
あ
っ
た
。

▽
次
回
世
界
大
会
18
Ｗ
Ｋ
Ｃ
は
、
大
会
前

日
の
国
際
剣
道
連
盟
総
会
で
２
０
２
１
年

５
月
下
旬
に
パ
リ
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が

決
定
さ
れ
た
。

（
文
責
＝
佐
藤
征
夫
・
全
日
本
剣
道
連
盟

常
任
理
事
〔
国
際
担
当
〕）

女子個人戦優勝＝
松本弥月選手

選手の動きをチェックする髙橋俊昭総監督（右）

男子個人戦優勝＝
安藤翔選手
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日本武道館発行の単行本

高め合う剣道

佐藤 成明 著
筑波大学名誉教授

刀剣の
　歴史と思想

酒井 利信 著
筑波大学大学院准教授

（ 四六判・上製・346 頁 ）

マンガ・
　武道のすすめ

田代しんたろう 著
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236 頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

兵法家伝書に学ぶ

加藤 純一 著
文教大学教授

（ 四六判・上製・344 頁 ）
林　邦夫 著

中京大学教授

（ 四六判・上製・298 頁 ）

人を育てる剣道

⻆　正武 著
剣道範士八段

（ 四六判・上製・268 頁 ）

武道
過去・現在・未来

剣道で
　学び得たもの

田中　守 著
国際武道大学教授

（ 四六判・上製・274 頁 ）

武道における
　　　身体と心

前林 清和 著
神戸学院大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

禅の思想と剣術

佐藤鍊太郎 著
北海道大学大学院教授

（ 四六判・上製・386 頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（ B５判・上製・DVD 付・336 頁 ）

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）

（ 四六判・上製・564 頁 ）
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